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秋田沿岸における日本海的人文要素について

－新しい秋田の地域研究のために－

はじめに

花練のように東北へ伸びる日本列島の西側、日本海に

面した長大な海岸線のうち秋田県の占める距離は約228

帥である。これは陸上交旭の発達した今日からみれば、

さほど驚くに値しない数字かも知れないが、海を最大の

道としてきたすくなくとも明治時代までは想像を超える

距離であり、また、それだけに海と人とのかかわりは深

く、かつその時間は永かったのである。

このように日本海とかかわってきた秋田の歴史につい

ては、これまで県史をはじめいくつかの論報として公に

されてい蕊i､正面から日本海の意識をもってメスを入
れようとした試みは余り多くはないように思われる。そ

の意味で昨年11月3日、当館で行われた筑波大学の北見

俊夫氏（人類歴史学系）の「日本海海上交通史よりみた

秋田」と題する講演は日本海の存在が秋田の形成にどれ

ほどの比重を占めていたかをいま一度問い直してみるこ

との歴史的価値と今日的意筏を強く認識させる内容であ

ったと思う。

こうした矢先、筆者はm和54年10月から12月にかけて

「鳥海山麓展」のための地域調査で由利地方に数回足を

運び地元教育委員会ならびに研究者の方々のご教示によ

って知り得たことは、この地方が霊峰鳥海山と強いきず

なで結ばれてきていることはもちろんであるが、たゆと

う目前の海とかかわった永いえにしの痕跡が人知れず埋

没している現実に遭遇したことであった。

本稿はその際に得た知見にもとづき、忘れられた秋田

の海の歴史、秋IllにとってII本海とは何であったのか、

をほりおこすための試論であり、問題提起を行うもので

ある。元来、標題のごときテーマは綜合地域研究の対象

と考えるのであるが、とりあえず、その前段階として卑

見をのべ、各位の批判、叱正をあおぎたいと思う。

I日本海的人文要素について

日本列島の中央部を縦走する脊梁山脈を境に太平洋側

と日本海側とでは地形的、文化的環境においてさまざま

に異なる要素をもっていることはよく知られており、そ

の多くは海を媒介として形成されてきた面が大きい。

磯村朝次郎

冬の季節風や積雪はその典型であるが、植物分布につ

いてはどうだろうか。日本の温帯林は表日本、裏日本、

西日本に大別され、そのうち裏日本区にみられる植物に

「日本海要素」とよばれるものがある。トモワイカリソ

ウ、ヒメモチなどを含む植物群である。この植物は冬季

の多雪一最深積雪50ot以上一春季の多湿が原因し、これ

に適応するため低木化、広葉化したものが多いとされ、

プﾅーﾁｼﾏザｻ群落と結びついて分布していき(図1)。

図1日本海要素の植物分布図（日本海100万年による）

これと似た分布現象は海産植物についても指摘されて

いる。日本海は太平洋岸に比べると海藻は少ないといわ

れているが、日本海に限られるツルアラメのほかに、い

くつかの日本海特産ともいうべき海藻が認められる。

カタノリ、フシスジモク、スギモクがそれで、分布は

II本海を北上し、宗谷岬、津軽海峡から道南、太平洋沿

岸を南下する日本海固有海藻であき(図2)。
これを人文現象についてみた場合はどうか。一例を風

名の分布についてみよう。日本列島には主な風の名が約
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｡

図2日本海固有海藻の分布

（千原光雄による）

30ほど知られている。風は陸上生活者にとってもそうで

あるが、海上生活を営むものにとっては最も気になるも

のの一つである。

日本海の北半を占める風名で船乗りに恐れられるタバ

とかタマカゼというのがある。列島西半部のアナジに対

応し、悪霊の吹かせる風という意味らしい。またワカサ

という風名もあって若狭から北の越前、能登、越中、越

後、出羽、津軽どまりの強風で分布圏はアイの風と重な
4

っている。これに反し同じ北系統の風でもアイ、アイノ

カゼが日本海岸一帯に分布し、海岸に向ってまともに吹

いてくる風、海からくさぐさのめずらかなる物を渚に向

って吹き寄せてくれる好ましい風であり、家持が特に「

越俗語」と註記したごとく日本海海上航行になくてはな
5

らない遠い万葉のむかしからの風名であった(峡13)◎

日本海沿いに拡散した文化現象は人文諸科学の厳密な

方法論をもって透視してみるならば、どれほど検出でき

るであろうか。

方言の分布からみる。例えばサケ、スケ、サカイが山

形庄内、村Ill地方から、秋田、青森、さらに岩手の二戸、

三戸、九戸、下閉伊にかけて分布している。京阪でいま

も使われているサカイ、サカイニが広まったものである

ことは、北陸一帯に分布していることから明らかである。

同じく「書グドモ」というのは庄内、秋田、青森、岩手

に分布するが、宮城、福島、庄内をのぞくl｣｣形諸県には

分布しない。北陸一帯、出雲、九州にもあるから、これ

も中央語のドモ（活用形への続きは変っているが）日本

図3風名分布図（北見俊夫による）

海岸を北上したものとみられ』。
索強付会のそしりをまぬがれぬかも知れないが、ナマ

ハゲ系の民俗は列島規模でみると南は沖縄から、瀬戸内

九州、日本海沿岸の各地一越前、加賀、能登、越後と北

上し秋Ill、津軽、そして奇しくもクダリ、タバ、アイの

風の分布に符節を合せるがごとく三陸にみられ、一部関

東にも報告例があるが、ほとんど沿海かもし<は海に近

い地帯に濃厚に分布していることは重大である。日本の

基層文化の一角を占めるナマハゲのふるさとは海の彼方
7

の世界に比較研究を求めなければならないゆえんである。

秋mの郷土食品にハタハタずしがある。すしのルーツ

は元来、東南アジア山地民の米、アワなどを利用した川

魚や烏獣肉の貯蔵法であったが、日本へ稲の栽培ととも

に伝わり、自然環境と生活の知恵で改良され、今日の形

をとるに至った「馴れずし」が原初型で、生成のﾖ||れを

促進するため米椛を混入することが考えだされた。

この手法は滋賀の馴れずしにも応用されることがある

が、一番発達したのは北陸から奥羽、北海道へかけてで

系譜上から「いずし」に入る。滋賀、岐阜、福井三県の

山間から、富山、新潟方面のねずし、大根ずし、加賀の

蕪ずしがこれに入り、このほか秋、のハタハタずし、青

森から北海道にかけてのいずLがその著例。気温が低く

て尋常の漬け方ではなかなか馴れないための考案であっ
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た。

船の構造や名称についても太平洋岸的、日本海岸的、

分散的傾向が知られ、信州軽井沢、沓掛、追分あたりの

馬子唄が北上して越後に伝わり、海を走って伝播した追

分節、海の祝い唄といわれるマダラにしても、沿岸流と

深い関係をもって存在することに異論をとなえる学者は

なさそうであき。
日本列島における地域的偏差は生体計測学上からも認

められる。小浜基次によれば現代日本人はとくに頭部形

質において北関東を含む東北、北陸、山陰、北九州およ

びそれらの属島、離島に分布する東北、裏日本型と畿内

を中心に瀬戸内沿岸、東海道、中仙道、南関東に分布す

る畿内型の二つに大別できるとい↓10松永英は人類遺
伝学の見地から遺伝的構成に地域差のあることを指摘し

てい乱
かつて柳田国男は日本海沿岸のかなり北にまで分布す

る、いわゆる自生椿について「人が考へて移し試みなか
12

つたならば椿などは到底雪国に入り得なかったろう」と、

椿が単に天然の記念物ではないことを暗々裡に説いてい

る。北限の椿は人が移し植えたものか、後氷期温暖期間

の残存植物なのか筆者には知るすべもないが、さきの風

名の分布、生体計測学的所見からも想起される常識はIJ

島日本は歴史的に同質の人間、文化集団でなく、あらゆ

る時代にわたった人間交流の結果として、著るしい地域

性を帯びて存在するということであろう。

以上、棲々、日本列島規模で認められるマクロな地域

的差違、日本海的要素の二、三に関して先学の業績に依

拠しながら述べてきた。秋田沿岸における日本海的人文

要素とはこの中のミクロな部分を占めるものであり、日

本海を媒介として伝播、浸透し、埋没している考古、歴

史、民俗、美術工芸的視角から識別可能な文物事象を指

しているが、これは二つの面からとらえるべきであろう。

一つは日本海を通して秋田地域にもたらされた要素で

あり、いま一つは秋田の人間が他の日本海域に刻みつけ

た営為の発掘である。前者についてはさらに沿岸という

線的フィールドにとどまらず、雄物、米代、子吉の三河

川流域に及ぼすべきはいうまでもあるまい。さらに対象

が重層性を帯びている点から、構造的、編年的に明らか

にしていく作業が要求されるであろう。

日本海的人文要素という、いわば日本文化の地域類型

が秋田を舞台にどの程度実状として把握可能であるかが

筆者の当而意図するところであるが、本稿はその意味か

ら全くの予察段階にとどまるものであることを重ねて付

記する。

Ⅱ象潟周辺の考古景観と沿岸流

1泥流と遺跡の分布

昭和51年発行の『秋田県遺跡分布或によると象潟地
内の遺跡は縄文10カ所、弥生1カ所で、その内訳は縄文

中期1、中後期l、晩期2，その他時期不明となってお

り分布は図4のようである。

図4泥流と遺跡の分布一秋田県遺跡地図による

これをみると象潟駅の東方、九十九島の中の弥生①を

除き、小滝、本郷、横岡、船岡を結ぶ北方、白雪川の南

西岸には昭和51年現在公簿上に遺跡は認められていない。

このことは鳥海山の爆発で生じた泥流が白雪川に沿って

北西に流れだし、大森山塊によって金浦、平沢方面へ二

分され、至るところ泥流丘を形成したために少なくとも

この区域内に弥生期以前の遺跡が存在したとしても埋没、

消去された可能性の大きいことを裏づけるであろうか。
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鳥海山の泥流は船岡部落、仁賀保の冬師、釜ケ台の埋木

について年代測定の結果、2570±11)0年BP(Gak6588)、

2730+100年BP(Gak6587)とほぼ同年代2600年BPの値

が出ており、もし、この年代観に誤まりがないとすれば、

縄文の終末､弥生中期ころに相当するものとみられ製
泥流災害の洗礼を受けることのなかった上狐森以南、鳥

海山西麓のヨシバ沢遺跡、栗山、F居権現遺跡人はこの

壮大な泥流活動を目のあたりにし、｜‘1然の神の怒りと感

じおそれおののいたであろうか。

さて、泥流の災害をまぬがれたこの象潟町南西地区に

は大木、円筒、宝ケ峰、新池、大洞式といった東北に母

胎をおく遺物を包含する遺跡の中に北陸地方にその系譜

を求めてしかるべき要素を付帯する若干の遺物が見出さ

れることは､すでに『象潟町史』の中に指摘されてい芽
が、今回それとは出土地点を異にする迩物を検出したの

で略記する。

写真1は象潟町字関館森出土採集の土器片である（伊

藤春雄氏蔵）。口径部から胴部にかけての破片と思われ

厚さ0.9cm、I.Sanを測る。色調は表ifil茶褐色、内側は

横ナデ赤褐色を呈し、胎土には細砂喋を含む。径0.8cm

ほどの半戴竹管工具で横、斜位に半隆起線文を作出し、

隆線同志の間をへう状の刺突具で連続刻目を施Lている。

器型は蜜形とみられる。2は口縁部の破片である。口唇

部に撚糸縄文を付し、小突起をもつ饗形土器になるらし

い。きわめて幅の狭い半戴竹管によるルーズな半隆起線

を方形につくり、その間を格子目文で埋める。煤付着、

細砂喋を含むのは1と|司様である。

この手の土器は北陸では胴部文様が網目状撚糸、木目

状撚糸文になる場合が多いらし¥、Iは北陸の石川､富
山でいう上山田、天神山6類系に、2は中期初頭の新保

式系の土器文様に脈絡する要素と認識したいのである。

秋田県内の縄文時代遺跡の中で、このような北陸地方
17

系要素をもった遺物を包含する遺跡は、秋Ill市下堤、男

鹿市大畑段同北浦泉環八竜町萱刈没能代市サシド
リ農米代川上流の小坂二夕渡北幾で検出され､今後
ますます類例が各地で明らかになるものと予想される。

後述する由利象潟の自然地理的環境を想起するならば、

この地に縄文の北陸系要素が見いだされないとすれば、

むしろおかしいといえる位なのである。

土器様式の比較からする日本海地域一北陸との交流の

裏付けもさることながら、直接的資料としては硬玉製品

にその指標を求めるのがより確実であろう。もっともこ

の種の遺物の分布は汎日本的であるので、これをもって

直ちに日本海的文物と規定するのは早計であるかも知れ

ないが、当該原石の産出地は岩石学的に新潟、鳥取の日

本海側に特定されている現偽動ら､すこぶる有意の遺物
と考えて差しつかえあるまい。

大砂川字菅ケ沢出土（荒木久光氏蔵）、採集の小孔を

うがった緑色の装飾石器は大洞A式土器に伴うものとみ

られるが、肉眼的所見ではあるが、ヒスイとしての特性

を保有するものと判ぜられ、今後、同地区での検(It例の

増加が期待される。

海を介してとはいえ北陸という陸続きの地域との関連

といったスケールを逸脱した遺物が一つある。三崎山出

土の青銅刀がそれである。県域をことにするがゆえに容

易に秋Ill人の脳典に上らないこの青銅刀は秋、、山形の

県境三崎1llの採7(I現場から昭和29年に発見されたもので

ある。全長26cb，最大幅8cm、厚さ32cm、9cmほどの柄

があり、柄の端にドーナッツ形の鐙がついていた形跡が

認められ、刃は内反り、刃こぼれが少しあり全面が銅錆

でおおわれている。（東京国立博物館蔵）

いまのところ|~1本列島からはかかる青銅刀の出土例が

なく、加えて発掘調査での出土でないことから、孤立無

援、一匹狼的存在にあり果して三崎山出土としていいの

かとのささやきも耳にするが、そのせん索は無用であろ

う。青銅刀は形態的に盛設時代に位置づけができるとさ

れ、付近から細文時代中期大木9式、堀ノ内、加曽利B

式、大湯併行式、晩期大洞諸型式の遺物がでている点か

ら調査関係者は、少なくとも縄文晩期に三崎山に埋蔵さ
24

れたとするのが自然であると結論している。

この青銅刀が縄文晩期内反石刀の製作に影舞を与えた

かどうか。その可能性は考えられるとしても、約3,000年

前からIf銅器の使用をはじめた日本海東岸・沿海州人と

三崎山縄文晩期人が日本海を介して交流を行った結果の

文礎考えるのはどうかと思われる｡交流ということば
はすこぶる意識的、行動的内容を包摂するものであり、

一匹狼的辿物のもつ否定できないであろう存在叩由とし

ては激蒲的要素を考慮するのが、この場合むしろ説得力

があるのではないだ．ろうか。

2漂流瓶のたどる道

対束アジアから日本海沿岸への漂着という人文現象は

神亀4年以来、約200年間国交のあった勃海国使節の来

日状況を知るならば容易に首肯されるのではなかろうか。

当時、｜]本政府としては勃海使節船に対し筑紫に着岸

し、大宰府を経て入朝すべきであると定めていたにもか

かわらず、越後（佐渡）、能登、加賀、越前など北陸に

13回、イ1噸l誉、出雲、隠岐の山陰へ8回、蝦夷地、出羽へ

6回、若狭、丹後、但馬へ3回、長門、対島へ2回、着

－4－



秋、沿岸における日本海的人文要素について

地不明4回という漂到の仕方を示してい典
造船と航海技術の未熟な時代には人間の意志で目ざす

地点にたどり着こうとしても、いかんともしがたく、自

然の摂理にほんろうされ、意に反した方向に流れ、流さ

れるのならまだしも、一命を海の藻屑と化さねばならぬ

運命の自覚は古今東西、海を往くものに求められる最大

の条件であることは、今年1月23日未IⅢ、佐渡島沖で沈

没したパナマ船籍アレックス号金相吉船長ら韓国人21名

の場合が身近かに物語っている。

1月25日（金）新聞の報ずるところによればアレック

ス号から流れ出したとみられる大量のラワン材は酒、沖

2251m付近を漂流しているのが確認され、秋旧海上保安

部によると、本県沖に漂流材が流れてくる可能性もあり、

十分注意が必要であるという。また、同船の遭難者は行

方不明9人、遺体収容10人であるという。

冬の日本海はきびしく、沿岸流は北上してやまない。

表Iは明治39年、当時朝鮮政府の監視船「光済」を利川

し、．仁川から豆満港にかけて投瓶、さらに敦賀、ウラジ

オ航路の「目山丸」に依頼投瓶した計1,300余・投入地

点131カ所の成績である｡羽後28の内訳はIl｣本郡12、由利

9、南秋6、河辺l・北陸についで出羽の'二1本海岸、陸

奥に多く漂着しているのは注目されるが、筑紫に着くべ

き勃海船が、日本海岸に漂到的来航した場合の傾向と比

較してみると多少へだ．たりが認められるのは、そこに人

間の意志が加わるからであろう胤
表1日本海における水雷、投瓶の漂着状況

黒潮から分れI｣本海に入る対馬海流は大局的に沿岸沿

いに流れる第一分枝。島根沖で第一分枝と分れて沖合を

流れ、能登、佐渡付近で第一分枝に合流する第二分枝。

対馬から南鮮沿岸に近づき、大和海嶺に向い、男鹿半島
28

沖で第一分枝に合流する第一分枝がある。

沿岸を流れる第一分枝のミクロな動態を明らかにする

ため昭和25年から26年にかけて第9管区海上保安本部が
29

冬季行った漂流瓶投入の調査結果を提示しよう。これに

よると能登の珠州岬沖から投入したものはほとんど越後

米山から新潟の間の海岸に漂着、佐渡小木と角田浜の間

で投入したものは柏尾、府屋への漂着が目立ち、一部粟

島に達しているが、秋田、山形沿岸への漂着はみられな

かった。

昭和26年4j]30日～5月3日にかけて佐渡周辺14地点

Ml)本の投入瓶の拾上数(8月9日現在）は64本､44で、

秋田、山形、新潟沿岸はゼロ。津軽十三．竜飛．津軽、

陸奥、下北沿岸に漂着、目立つのは金華山など宮城2、

茨城3本で、これは親潮にまきこまれ南下したものであ

ろうと推定される。

つぎに昭Ⅱ26年7月7日～12日MS10投入分は19地点

HlO本の8月9日現在の拾得率は36-^であった。

この間「わかたか」による富Ill湾10カ所、1,000本の投

入も行なわれ、24％の拾上率であった。これらの拾上数

を県別に示すと表2のようになる。MS10と比較すると

石川県が多いのは飯、湾に投入したものが能登に漂着し

たもので、これを|廉くと秋[[1県が最も多い。

表2県別漂流瓶漂着数(率）－第九管区水路時報

MS10、わかたか、漂流瓶の秋Ill沿岸拾上数は33本、

そのうち下浜を含め、由利海岸の漂着地点、拾上月日等

を詳細にすると表3のとおりである。

本県の海岸線228kmのうち岩礁地帯はわずか20'^、あ

とは単調な砂浜で漂流瓶調査の結果から推察すると季節

にもよるがIll利、男鹿、山本の海岸に寄る率が大きいよ

うである。

りj鹿で最も寄物があるのは脇本、船越海岸である。嵐

のおさまったつぎの日に村人は船を出して海上一面に層

をなしたチャカラベチ、ハマナベチなどとよばれる流木

噸をかき分けくさぐさのものを拾いとるのである。ヘビ、

カエルは珍しくなく、南方のヤシ、ココヤシ、サトウキ

ビの枝、臼や仏だん、仏像まで流れてきた。拾った仏像
和田雄治「日本海の海流に就いて(一)・(．」
（『歴史地理』22巻3．4号）北見俊夫による
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表3由利海岸漂着地点（第九管区水路時報10)52-53=MS10G。H・I=わかたか

ら寄せられた。（写真14）

写真12は太平洋戦中のある夏の日、赤石川と金浦の間

の中の浜に打ちあげられていた大喪で岡の谷地の今野三

郎氏がみつけ、あやうくこわされるところであったが、

池Ill忠吉氏によって保存されてきたものである。高さ47

cm、胴最大径47cm、玉縁状の口縁は径12.5cm、底径19.5

cm、底部より上方15cmの範囲に幅約0.3cmの10数条のロ

クロ挽き平行線を残し、それより口頚部にかけて不規則

な条線状の叩き目を付す。相当長期間にわたり海上を漂

流の揚句、金浦に達したのか、貝がら状の付着物が認め

られ、□にはコルクの栓が施してあった。一見古風な喪

にみえるが、我国のものではないだろう。韓半島か中国

か、沖縄か、あるいはもっと南の国のものか、解明の余

地を後に残しておきたい。

長々と沿岸流をめぐる実態の一部にふれてきた。この

沿岸流は日本海形成以来、全く変っていないという保証

はどこにもないのだが、縄文の減暖期から弥生、古代、

中世とミクロな気候変動はあったにせよ、これによって

逆流するなどという変化はなかったのであり、この沿岸

流のもたらす営力を度外視して日本海的人文要素の鮮明

化はあり得ないのである。

3律令の海
33

『延喜式』兵部省式「諸国駅伝馬」の条記載を通して

知ることのできる10世紀初頭の出羽の官道は、笹谷峠を

こえて最上川右岸に沿い飽海、遊佐を通り鮒方、由理を

へて秋田城に達した。鮒方、由理は駅馬十二疋。この間、

最上、雄物の可航河川に船を有する水駅が笹かれ、主計

式薗こよれば､このほか風待ち日数を入れての公式所要
35

日数と思われる片道52日、日本海岸を出羽に達する海上

の背中に「鰯大菩薩本尊、不動Iﾘ]王」と墨書きし、寺に

納めたのは明治27年旧2月の庚申の日である。60年位前

のことだがエヅメに赤ん坊が入って流れてきたが、なま

じ拾い揚げるとやっかいなので、また沖へ流してやった、

という体験を聞かせてくれた古老もいた。

筆者自身も昭和r,o年春、雄物川流域の渡舟場に建てら

れていたと思われる明治初年の高札をこの海岸で拾得し

た経験がある。寄物は日本海沿岸の大雨、洪水時に河川

からはき出されるものが多かったといわれる。宝歴7年

10月、若狭、石見、越後、出羽、津軽の海岸に梅、五葉

松、白揚などの生木が打ち寄せられた。翌年、長崎に来

た異国船が伝えるには朝鮮国で山崩れがあり、その時押

し流された木であったとい判韓国船の漂着は山陰に多
いといわれるが、安永7年春、船越海岸へ韓国船か中国

船かはっきりしないが異船漂着、船中に人なく釜一つ、
31

常平銭100文余が入っていたという記録がある。

由利海岸での漂着物の民俗博物学的調査は横Ill正義氏

が心掛けておられるので、近い将来その実態が明らかに

されると思う。ここではつぎの4例を記すにとどめる。

本荘市浜の町の延命仁王尊にまつわる話はつぎのよう

である。応永年間のこと、漁夫藤平なるもの神仏の信仰

あつく人呼んで正直藤平とよんでいた。齢70のとき7夜

にわたり霊夢を感じ、6月13日海浜へ行ったところ2体

の仏像が漂着しているのをみつけ、現在地に安置礼拝供
32

養したのにはじまるといわれている。

写真13は昭和53年1月8日、象潟海岸青塚に漂着した

ソ連の鉄製飛行機型ブイである。長さ2m,、胴最大径70

Cl､を測る。なお、今年2月5日、大砂川海岸に長さ10m

の巨大なソ連製ブイが漂着したとの情報が横山正義氏か
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秋田沿岸における日本海的人文要素について
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図5漂流瓶のゆくえ（4月30日～5月:]II投入の分） 図6漂流瓶のゆくえ（7ﾉ17日～7月12日投入の分）

約150近く散在する城館跡とそこに包蔵される各種の遺

物や伝世遺品を通して日本海とのかかわり方が明らかに

なるはずのものであるが、ここでは江戸期の文献と近年

出土の遺物の数例をあげておきたい。

(1)'金浦町出土の記録
41

①『金浦年代記』によれば天和2年春、渡部角内なる

ものが、エビ谷地大館の畑に牛房をまくため深掘りした

ところ朱3斗入、高さ2尺余の大瓶1個を掘りあてた。

色は赤さび色、瓶の中の朱は薄黒く澗形の海水に浸した

ところ朱が流れだし、秋田へ下る越中の船主がみつけ、

近くに朱の山があるのでないかと金浦へ人津した。

年代記の筆者は出土地を「阿倍ノー族、I面前寺ノ分レ

ニテカクレ家ナランカ」と想像している。

②沼館の辺に城番山、辻ノ内、掘り切りなどの畦名あ

りて昔も近代も瓶など掘出て（中略）其瓶を見るに蝋色、

縄形焼にして石やき瓶とも云ふくし。

③貞享2年、北向の孫右衛門が屋敷を地均ししたとこ

ろ小瓶1個発見し、寺へ納め、茶入に転用した。

④文政9年8月、片町の佐藤七五郎の西の畑から古瓶

の道が開かれていた。
36

『和名類緊抄」によると飽海郡のうち雄波郷に属し、

城輪、由理柵、秋田城の間に位置する象潟のこの期の考

蕊護鳥鯉|概臓繊暁懸震
翌の破片（象潟町教委蔵）、鳴曽滝付近採集の土師、須

恵器の細片（結柴宗雄氏蔵）によってしのぶはかなく、
38

歌枕象潟の律令の海は幻であり、神功皇后漂着説話文学

に彩られる中世へ実像を求めるほかない。海の道はやは

り荘洋として､早く忘れやすかったのだろう！
4中世由利の日本海的文物

中世の由利郡は開発領主の系譜をもった由利氏から和

田合戦で大弐局に移った時点を境に信州小笠原氏の領有

下に入り、矢島に定着した源正光（大井）を惣領格と

して以後、所領の分割を重ね、ほぼ郷単位に継承、独立

性をましたと考えられる。いわゆる由利十二党の成立お

よび天正末年に仁賀保、赤宇曽、滝沢、内越、岩屋の由

利五人衆として統合されるといわれ:！
このような中世由利地方の動向は文献とあいまって、

ワ
ｊ
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図7漂流瓶のゆくえ（7月11日投入の分）

とすり鉢各一つを掘り出し、伊豆権現の境内に埋納した。

出土地について「往古死人の印と被考候」とあり、図か

ら判断すると饗形らしく、②の鼠色、縄形焼、石やきと

いう色調、成形技法の表現は須恵器を指示するとも考え

られるが、すり鉢イタムとあるすり鉢は喪の蓋に用いた

ものと思われ、骨蜜ないしは経塚遺物であろうか。そし

てそれは近年ようやく明らかとなってきた能登半島珠州

系陶器に近似する印象を払拭しきれないのである。③は

小瓶、茶人に唯用したという位であるから日常雑器では

なさそうであるが、いかなる陶器の類であったか知るす

べもない。①の朱入の蜜は赤さび色であったというから、

備前、越前焼などの類であったろうか。

⑤金浦エビ谷地大館は上記の出土陶器をもって推定さ

れるように中世の宗教的遺跡であった疑いがあり、大正

元年春瑞花双驚八稜鏡の出豊Lたことによって一脳その
可能性を濃くする。写真3．径15ai、縁高稜突起部厚さ

0.9cm、重さ280s、上方左右反対に向く二判の驚烏、上

下少々右三方に瑞花の蓮華座、紐外区に蝶文がある。時

代は推定鎌倉末期頃とみられる。なおこの大館付近から

寛政のころ「石玉混りのゆふらく（理路）少々」が堀り

出されたこともあった。
43

(2)象潟町の古瓶と古銭出土記録

①天保13年春、横山弥五右衛門、佐々木弥平治の2人

が、浜谷地開墾の｜|的で小田原新兵衛と薬師堂の道脇に

水路工事中の川土である。

・天保13年2月13日、新兵衛の裏地より古銭71:400

文掘りHiす。

・同年2ﾉ]18日、古蜜2個出土。1個は古四王神社へ、

1個は薬師堂へ奉納した。

・'11年7Jl3日、新兵衛裏山より古銭IIS900文掘り

｜|}す。

②文化元年の地僅で半潰した放生島の稲荷橋の近くに

あった|場|ﾘ1庵を改築中、礎石付近から古銭3賞500文掘

り出す。

③元治元年3j1511、中汐越の佐々木惣右術P!が火打

Llllll麓で旧尚長庵かあった俗称法華塚のklll地より古銭2

貫-Jill文余掘り出す。寛永以前銭のみで、渡来銭が多か

った。

④明治Hi年4月、小田原新兵衛と地続きの竹島間平が

屋敷に土蔵を建てるため作業中、古銭2W150文、古瓶

2個を掘り出し、古四王神社と薬師堂へ一つずつ奉納し

た。

古銭出土5例、古瓶2例、金浦同様実物によらねばど

うしようもないのだが、火打山の古銭に関する限り中世

と判断され、埋納迩物の印象が強く、その他の古銭も江

戸以前であろうか。

饗、古瓶と書かれた①、④の場合は2個I対の出土で

あるらしく思われ、かつそれぞれ1個ずつ神社へ奉納さ

れていることから推測するに古瀬戸、あるいは美機の瓶

子、ひょっとすると舶載青磁の範鴫に入るものでなかっ

たかと疑いたくなる。古四王神社の古瓶は|司社の宝物目

畿こ､つぎのように記載されている。
一、神酒錫一個

右ハ天保十三壬寅三月八日、本村冠石鎮座磯前神社

地境内の地底七、八尺ノ処ヨリ掘り取り、本社二奉

納セラレタリトゾ。実二幾百年以前ノ古器ニヤ知ル

可ラズ。

それにしても白Ill堂について語る結柴宗雄師のつぎの

ことばは、中世の象潟をいみじくも象徴的に表現してい

ると理解してよいであろうか。

鳥海Illの北麓、かつて象潟湖のほとりに臨んでいたで

あろう白!｣I堂は、肢も幽玄にして意味あり気な森であっ

た。幼い頃、この白Ill堂に行ってはいけない。ヘビが沢

－ 8－
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きはなく、したがって上から押しつぶされた器形になっ

ている。肩部に胴1.5mmの数条の波長の短い櫛歯波状文

を2段横位に施し、口縁部から底部にかけての約4分の

1は乳白色の降灰袖をかぶっている。⑦は矢島町根井館

の東北麓出土（写真4）。高さ20.3cm、口径9.8cm､底径

9cm、IIn最大径17.8cm、底部は③と同じく静止糸切。肩

部に21本のゆるやかな櫛歯波状を描き、その直上に8～

4条の櫛歯波状文ﾉI角形の袈裟裡文で飾る。

③、⑦ともに鎌倉未ないし南北朝、珠州編年のⅢ期に

位置づけられるものである41
111̂ 11郡内出土の'I'世陶磁の背景には小笠原、大井氏を

核とする由利-'一二党の成立、光荘と落日のしじまがある。

秋田の中世陶磁は従来、安東氏との関連で語られること

が多かったが、安東はもちろん、鎌倉期における日本海

沿岸諸睡lの北条系勢力の分布は意外に高い密度を示して

いる実態か明らかにされてい罰由利についていえば大
弐局、小笠原氏らのあり方から得宗領の範畷に含めるこ

とは雌即でないとされる。各地に伝わる時頼の廻国伝説

には、時頼が得宗傾の拡大をはかったときにおこったも

のが多49､州満寺､矢島小子鬼!,｣に時頼伝説があること
は消極的にこれを支持するというべきか。すくなくとも

中世iii]期の陶磁の流れはこの得宗領と日本海沿岸交流と

いった視点でみきわめている必要があるのではないか。

しかし、陶磁だけがその発言権を持つわけでない。浄

専寺の明代青銅製,Ⅲ]鑑,鍋伝来時期と経路は中世にま
でさかのぼるかどうか不明であるが、金峰神社のアウン

l対の狛犬、木造蔵王権現立像3躯、聖観音菩薩立像1
51．

躯等、鎌倉、室町にかけての有形宗教文化財は例えば津

軽深浦I'l覚寺の戦国末の石造狛犬と男鹿赤神神社の狛犬

がすこぶる類似する様式として認識されるごとく、日本

海沿岸諸地域の資料との対比による存在理由の究明は男

鹿八郎潟周辺を密集地帯とし羽前、津軽に隔離分布が指

摘される秋田産の中世前期石造五輪塔塾あわせ､この
期における秋|Ⅱ沿岸海上の軌跡を心象風景として描かし

めるかも知れない。

Ⅲ由利諸港の概況

初出ｲ|ﾓ代を異にするが、Ill利海岸において港として知

られるのは本荘、平沢、三森、金浦、汐越の5港で、こ

れらIl｣利諸港について既刊の文献を参考に概観する。

1、本荘、石脇

子吉川流域を後背地とする河口港本荘は『皇固道度Iガ
54

や『Ill羽国大道小路船路之記』（以下道度図、船路之記）

によれば「乾風二舟人悪」（道度図）、「西口広十間、

深五尺、未Ill，風二舟人悪シ。此湊6､秋田土崎湊エ十里、

山いて近づくとカサカゲになるといましめられ、かつて

立ち入ったことはなかった。ところが戦後間もない昭和

24～25年頃だったと記憶しているが、朽ち果てた堂屋を

修樋する作業の折、経石が出土し、その下に長さ6尺位

の石欄の蓋石と思われるものがあらわれた。白山堂につ

いてのいい伝えを知っていたみんなは、不気味に思い、

そっと埋めもどした。白山堂はいつの頃からか、いまの

ところ明瞭にしがたいが、久しく象潟の人々にとって結

界の地であったのである。

それかあらぬか元禄のむかし、俳聖芭蕪が、この象潟

で感受したのは古代の剛方であったか、中Hi;の汐越か知

るよしもないが、誠に象潟はうらむが如し、寂しさに悲

しみをくはえて地勢魂をなやます何物かが泥流丘に埋も

れていると確信してほぼ間違いないと筆者には実感され

るのである。

（3）由利地方出土の中世陶磁実資料

由利地方出土の中世陶磁については従来1，2報ぜら

れてい錫討､これに筆者の実見したものを"Ⅱえて､つぎ
に列挙する。

①象潟町小砂川唐津Ⅲ底部（荒木久光氏蔵）

②金浦町Iﾘl染付、瀬戸天目椀片(金im公民館）

③仁賀保町馬場珠州系小壷（奥山兄一氏賊）

④〃院内山根館､珠洲系片､明青磁等(仁賀保町公民

館）

⑤西目町浜館、古瀬戸、瀬戸天目他（西目町公民館）

⑥矢島町福王寺跡唐津（菊地隆太郎氏蔵）

⑦〃根井館下珠州系小壷（小番光太郎氏蔵）

③岩城町亀田古城llI唐津

このほか、まだ10数例あるが、余り煩雑になるので別

の機会にゆずる。足を使って確認するならば恐らくこの

倍近くは検出できるであろう。8例のうち浜fiiｲ、馬場、

根井館の出土陶磁についてあらましを記す。

西目浜館は昭和50年、一部発掘調査され、数棟の掘立

柱建物跡、柵状の構築物跡、宋銭が出土している。陶磁

片に古瀬戸、瀬戸天目、唐津、伊万里、初期II城目焼、

のほか明青磁、南支、安南染付、同鉄絵と鑑せられるも

のが指繰れ､小城館跡にしてはバラエティーに富んで
いるが、五城目焼については初期概念規定がなく今後の

課題とすべきであろうか。このほか珠州すり鉢11縁部が

でており、編年的に第V期以降にずれこむものであろう。

③仁賀保町馬場の小壷は同部落西南の水l｣l暗渠二'二事『'1に

出土したものである（写真5）。高さ19.2cm、11径[5m、

底径7.3cm､胴最大径17.7cm、底部切離しは肺1t糸切であ

る。法堂によって分るごとく高さと胴雄大経に大きな開

Ｑ
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飛嶋エニ十二里」（船路之記）と書き上げられ、幕末の
55

「改正日本船路細見記』はr本庄より秋田へ十一里、御

成下上下みなと也・夫6､下に砂山有」と記す。立地的に、

土崎、能代に対比されるが、岩城藩の境界にあって石脇、

本庄の二港に分れる。

赤穂津氏が慶長15年に亀田より本庄に入り築城、子吉

川河口を利用し、六郷氏入城後とくに本庄港の経営に力

を注ぎ、慶長17年の検地帳には古雪町家100戸とあるの

で相当の集落であったことがわかる。亀田、本庄両藩は

競ってこの河口港を整備しようとしたことは「羽州由利

郡石脇村と本荘町川境論裁許之事」なる文書にうかがう

ことができる。

それによると寛文年中、領主より免許を得た問屋が本

荘に10軒あり、「湊口へ船見のモノ差出、遠沖ヨリ、目

印小船へ小峨ヲ立テ、諸国ヨリ、入船案内」をする、水

戸教や小宿、番所、本荘蔵はもちろん、後述する上流の

生駒氏の矢島蔵があったのはいうまでもない。

石脇より規模が大きかっただけに寺院、遊廓、料理屋

が並び立ち、船頭のいうことは何でも通したので庇理屈

のことを「船頭理屈」といったという。

一方、石脇には亀田藩の番所があり、遊廓も発達させ

諸国廻船を歓迎したことは「石脇三軒町、尼寺のお藤、

色と花とのかけ合せ｣なる浬謡によって察せられ象
2，現仁賀保町平沢港は「寛文ノ度ヨリ廻船問屋アリト。

岩石海中二併立シテ波涛ヲ避クルー宜シ･然しドモ港内

狭益ニシテ大船碇泊スルニ能ハズ。1ケ年出入船舶千石

積6，7鍵50石積以下12,3R,100石積30腰許例
と記されており、藩政期には斎藤市兵衛、大丸屋久太郎、

遠田四郎らの廻船問屋があった。

3、三森は平沢と同じく前掲、藩初の「道度図」、「船

路の記」に登載されていないが、宝暦年間には「入船の
58

在所」となっており、泉屋市兵衛、奈良屋、増村与左衛

門、北屋を名乗る廻船問屋や泉州佐野の廻船問屋食野家

の出店があっ患
そして三森の泉屋と平沢の市兵衛の船が沖で上方の廻

船を押えてしまうと本荘の廻船問屋は手を上げざるを得

なくなり、不法行為として訴える場面が出現するほどの

勢いであっ鰯
61

4、金浦は「貞永元壬辰年之ヲ開ク」とあるが、その典拠

はわからない。しかし津軽献鷹の順路に「ゆりの内あこ

つ､にかふ分領ふるき､このうら¥とあるので戦国時代の
末期には港としての機能を持っていたことは確かであろ

う。前掲道度図に「北西風二舟人、酒田ヨリ十一里」船路

之記には「西口広三十間、深七尺、舟掛悪シ、はへあり、

隷
惑償

×

｡〃、

職
私､、
喝

図8皇聞道度図（大阪中之島図書館蔵）

飛島エ十五里」と記されている。「はへ」は暗礁のこと

をいう。

小港ながら佐渡の扇の澗、深浦の澗とともに北国三所

の澗形と称されていた。港の発達過程は天正年中、越前、

加賀、能登、越中の一向一摸の落人が土着し、慶長の頃よ

り浪士の類が集まって土地を開き、上方相手の商売を始め、

元禄､享保年間には家数150軒ほどになってい醤
この間、寛永16年10月23日、船宿与惣右衛門は津軽氏

64

の手船住吉丸を翌春まで船囲いし、宝暦8年秋、松前、
65

南部の船6膿を囲うなど港湾機能の一端が知られる。

－10－
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平郎三

門エ左

エ右惣

I

今
の
、
〃

三
ヶ
所
錨
癖
『

、I

～

国9享和3年金浦湊絵図（「金浦年代記」に拠る）

船路之記の末文にも「毎年八月時分より明る三月時分

迄、旅舟通不申」とあるように、北西風の吹き荒れる冬

の日本海は、風上みの切上り性能の悪い和船にとっては

ほとんど航行不能の海域であって、そのため船をどこか

で囲わなければならなかったのである。

帆柱を倒し、斜立の上に横たえ、苫をふいて雨よけと

し、浮べたまま、あるいは陸へ引揚げて囲うこともあっ

た。大坂三軒家は北国、北前船の囲揚として著名であっ

たが、象潟地震前の金浦も、ささやかであるが船主が船

囲いを求める程度の条件は備えていたのであろう。

また、宝暦11年「神戸の俵屋船、久しく北の潤にあり

作事なる§fあるいは文政7年｢松前江差泊村井ﾉﾛ藤五
郎新造船長栄丸七百石､当村山王嶋にて出剰とあるよ
うに造船、修理に携わる船大工の存在も知られるのであ

る。

表4宝暦11年代、汐越村の村勢

の金浦湊の景観を図9に示す。

5､汐越港応永24年頃連歌師楚灯庵の返答書}こ｢海
に臨みて仏閣あり、又社壇あり。この所をば何といふぞ

後船、佐渡船が「ひまなく入り込ミ御高上納高二相成」

るはどの活況を当宝永7年現在の出入役は米,俵につ
き30文、入船役は百石積につき1匁5分、移出物資の大

半は米で､年間GUI)石~1,700石必あった｡享和3年時

－11－
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冠石12-、汐越;ni

男1,086、女1,064

売人より20文、買人より20文徴収

5ツ6歩取（1斗5升余）

3ツ4歩86毛取（1斗余）

(3斗余）

東西73間×南北52間

神明古四王、態野

鮒満寺、浄専寺、光岸寺

宝目寺他

秋葉山、観音、湯殿他

1か年、1軒500文役

4軒作高200石、旅酒もあり

3間×4間

3間×8間

2.5間×7．5間
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図10寛永8年当時の象潟絵図

宝暦,,年4月､糊付巡検使に対する答覚銅ま蛾も信頼
するに足る文献と忠われるので、これをIllll不同に抄録表

4として作成した。

宝暦年代における汐越の統計的実態はおおむねかくの

ごとくであるが、なお若干、覚書によって内容を補足す

るならば、汐越住民のなりわいは「Ill地、猟（漁）また

は松前辺その外所々旅かせぎ」によって支えられていた

実態を知ることができる。

さらに汐越に設悩された六郷藩倉に収むべき本、新田

2233石余の年貢米の処分先は「先年江戸表へのぼせあそ

ばされ候得ども、元禄九子年より、松前端狭守様へお渡

しあそばされ候・'I'頃、御地払あそばされ候事も御座候

得ども又候松前様へ御渡米にまかり成候。当己年（宝暦

II年）まで六十七年に相成候｣。

さらに港の状況について大澗口8間。ただし幅12間、

長60間、深さ7～8尺、l丈位｡西北風には船がかり悪敷

l澗役1人につき35凶あて、往来の船人刑l談をもって、

当所へ取納め、普請御川賃雑用に用いていた。この澗役

は80年以前よりのことであるという｡

と間侍に、象潟となんIjl侍とこたへ、さて其霊場詣て見

るに、僧坊なと豊をならべたるか、築地も<つれ、I"Jも

傾なとして、星霜いくひさしかとおほゆ云々」と荒涼た

る汐越のさまを伝えているが、そこには北国船の帆影は

みえない。
72

図10は寛永8年の「象潟絵図」といわれるものである。

これをみると中の橋の東は、潟舟付場。西に舟ｲ､i場、小

澗、鰐洲の名称が付され、14世紀信州小笠原大江一族池

田茂政の築城になる汐越城跡には城代奉行、浄卿寺、そ

して「津寺」ともいわれた光岸寺・御料蔵の川に水戸が

あり、名称の記載はないが大澗の舟着場が表わされてい

る。また、浜谷地の高燥地に港を司る沖口番所がみえる。

汐越港はこの大澗、鰐洲、小淵を総称するものであった。

港の状況を伝える道度図は「塩越湊・鰐測北風二掛悪、

酒Illヨリ十里｣。船路之記は「西口広十二間、深七尺、

はへあり、舟掛悪し、此湊6,飛嶋工十四里」と記城する。

また、前掲の船路細見紀は「しはごへより本lHへ六『R、

大入海の口也。上下よし、おくは象潟とて九十九鴫、八

十八潟といふ勝地也｡」
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宝暦の巡見使答書とその後の答E|l心得を比較すること

により汐越港の時代的変遷をつぶさに検証できる。例え

ば、享保2年5月、巡検使答書の中に大淵口は千石横以

上の大船12股、小澗口は七～八百石獄7股を繋制し得た

という港湾状況の報熱文化地震前の実態を示すものと
して注目していいだろう。しかし宝膳、享保の答書の時

点では汐越に船籍を有する廻船の存在は認められない。

入港する船人と机談の上、1人25文徴集した澗役銭を

もって行われた「澗普請」についてみておこう。

往時、汐越港のみならず、波浪等による港澗nの|別塞

の被害はしばしばで、これが復旧作業には想像を絶する

ものがあったのである。汐越における洲普請は宝暦7年

と地震後、文化5年の2回にわたり大修築が行われた。

万石普請とよばれたこの港湾修築工事は領民の夫役と

して行われ、その費川の1部に澗役銭か充当されたので

ある。当時この方Ifllから砂利、漬物石一つたりとも採取
ワ医

することを厳禁し、港の維持・保全につとめたのであぶ

現在、その遺構は大澗高瀬に旧観をとどめている。

Ⅳ象潟町を中心とする海事資料の検証

つぎに由利諸港、象潟町を中心とし、その周辺地域に

おいて検(Ilされる文献、金石遺物、有形民俗資料からな

る近世海事関係資料についてのくよう。

1．文献史料寛政6年、象潟の万石普請願書のI¥>に

竹屋和右衛門他5軒の廻船問屋と思われる人名が記され

ている。今回、結柴宗雄師、横ill正蕊氏により確認され

たのは知工屋与助、川羽屋八郎右衛p1家史料であるが、

前者には家督帳の残存が認められ、出I-I屋関係のIl'に有

力資料が見出された。また金浦町中津家については同地

の公民館長斎藤武司先生の労作｢金浦の海に関する資鮒
集成作業中に客船帳他が確認された。

（1）船法度船法度はその末文に記された年代に従え

ば鎌倉時代から江戸時代末に至る長い年代にわたって11

本海上船舶の往来する津々浦々において実効を有し、海

上商人間に遵奉せられた、わが国般古の海商法規で、’ﾘl

治以来一般に「廻船式目」の名称で呼ばれるものである。

その内容は現今海商法規のほとんどを網羅し、船主・

船舶・船員・運送・海難救助・海上衝突・典1.il海描等に

関する事項はもちろん、相当進んだ規定を設け、末文に

この31か条に規定のないことは、これに引き合せ、卯を

もって沙汰あるべしと類推解釈の余地を与えている。

この船法度、または船法、廻船大法などの名称をもっ

てよばれる廻船式目を全国各地にわたって採集・調商研

究されたのは住田正一博士であって｢廻船式,三,の研究Y
に集大成されている。それによると廻船式目には瀬戸内

系、兵庫系、唐津系の三つがあり、この三地域から全国

に伝わり海上航行者に海法として使用されたものであろ

うとされる。また、条文数から31か条、40数か条系があ

り、昭|Ⅱ7年現在、日本海沿岸では津軽野辺地、同油川、

越前三国、松江、因幡、伯言、下関の7地点でしか確認

されていない。

今回、象潟inrからは内容的に3種、2か所で検出され

た。Ill羽屋に伝えられたものは23．5×16.5cmの折本で「

船法度」31か条のほかに「廻船定船法用之事」43か条が

記され、さらに「讃岐国臨飽嶋剛書御朱印被下俄候訳柄

併御耶船御水主之次第」以下、寛永七年八月十六日付塩

飽嶋中船方へあてた台徳院の御朱印状の写が併録されて

いる。末尾に文化十二亥年十ﾉl吉｢1、赤石伊藤氏伝授之

とある。思うに、赤石伊藤氏なる人は文化2年10月18日、

汐越より三森までの浦役人に任ぜられた赤石村の後見弥

治右衛I'ﾘでなかったろう力!§
いま一つの廻船式目は浄専寺蔵で「船法之事」（32．5

×332）43カ条系で、宝暦11年5ノ^13日、廻船問屋知工

屋与助の筆写したものだが、睡本の人手先と経路は不明

である。出41屋所蔵の31か条系「船法度」の全文を掲げ

る。（・印は改行、写真50）

船法皮

一、寄り船流船者神社仏閣之・可為修理事。若其船乗組

有・之者船頭可為支配事。

一、於湊二繋船損したる時ハ・其時より濡たる物を干立

・船淡二"J渡事。｛乃其帆別碇役{I.、湊をたる上ハ国

主たり共違乱不可有事。

一、繋船数多之時大風之・節、其所より加勢を出先つ・

風上之船江加勢をする事・尤也。いかに風下之船綱碇

。ありといふ共、風上之船流・か融らは繋留へからす

若・風上の船流れ掛り~.股典・に損したらハ風下之船

･より風'二之船に存分たるへきり;･

一、沖走る時、風下之船江乗掛・突沈る事あり。其時は

風上の船に売人ありとも・拙じたる船より乗移ったな

らハ・風上乃船怪我たるへき事。

一、本船枝船之時、本船之荷物・捨配当有まじき事。

右者測のおつる子にか、り、子のおつる親にかかる事

無之・故なり。但最前之船枝船談合之・時乗衆約束之

上を以典沙汰可有之事。

一、船を盗まれ、或賊船にとられ・北国之船者西国二あ

り、西国之船ハ北国にありといふ共、買取・廻し船仕

べからさる聯。若又・荷物を柚廻し船於有之ハ・船主

見合に此船を取廻ﾉ､し。船頭も可為迷惑事。

一、かり船をして若其船損じ・たるといふ共、かり手不

-13-
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可弁事。

但船跡を不済船主之分別・なき所をおさえて、可出

事尤最前約束たるへき事。

一、貸船をして其船虫喰たる・時者貸手ゆるかせたるへ

き事。尤船時之者有ハ気適に不及事・但シ船付之者増

候二断候所之・かり手形於油断ハ可弁事。

一、揖柱損したる時ハ借手可弁・事。借積之時揖柱に庇

有之由・船主に断たらハ不可弁事。

一、綱をきらしたらハ不可弁事・但取落たらハ可弁事。

一、諸道具船請取候時者注文二・引合可渡事。

一、湊にて乗衆水主出船を・す蚤むといふ共、船頭へす

魁むへ。からす。乗衆水主思案之処、船頭二進て出船

をして其・船に気遣仕候時ハ船頭之気遺たるへき事。

一、荷物濡たる時ハ船頭可弁事・但シ沖二而大風に逢大

波大雨之時濡したる物をゆるかせに。不可有。湊之内

にて雨二濡たる時は船頭可弁事。

一、船中にて大小分二よらず。凧切たるものあらハ可為

・配当事。

一、船中にて過分に荷物を捨たる時は、水主私之との二

も．配分当掛り可申事。少し之・時は水主可相済事。

一、荷物を捨たる時ハ其船にも・配当か、るへき事。荷

物を・捨たる故に船助かる時は配当に可人事。

一、荷物を積合う時、荷を捨・行先二而配当あらハ先二

而積・合売直し仕、可有配当事。

一、荷物捨行先二茂不行、跡にも不届か、中途二て配当

すれハ・其時之可為売直段事。

一、船に荷物を概細日記を以・船頭に可渡物ハ暇金飽を

捨たり共・惣而之配当に不入事。

一、積II記船頭に渡す時ハ乗衆・何れも加判有之事。是

に・はつれたるハ何二而も配当に。不入事。船中てん

けんの上・を以残りたるものハ積日記に・不人といふ

共、配当に可入事。但捨たる時は曽て不可人事。

一、船を貸て戻りにも運賃・取たる時は三ケーは船頭に

しん・たい可為事。但シ借衆候時は戻りにも荷物可積

申断たら・ハ三ケ－に及事。

一、船をかり船頭二行先二而口事・有之船をとめられ、

たる時は。船頭可弁事。

一、船を損して命助りたる時ハ、縦其中に壱人金鍛をた

はさミ・たりといふ共、惣中さ合色乞間・敷事。

一、飯米を祇又は唐物を積合・之時荷を捨候時、若唐物

積たる・荷主我か唐物を捨、飯米二配当。あるくから

さる事。

一、飯米枝荷主或ハ船頭或水主・彼唐物を捨たるIIキハ何

内二・穣平唐といふ共、不知と云沙汰有也。

一、船を貸て立る時、やきやぶり・たらハ、かり手可ち

事。

一、荷物を枝、湊にか蚤り火を出したる時は沖にて船を

・大風に掴したる時と可為・同沙汰事。但シ火を出し

たるハ可為越度事。

一、船に荷を横候時、水主取逃候時・は船頭可弁典"・但

表5「諸通船書上帳」による金浦入津船（中津竜之助家）

－ 14－

入船年月日

明治10．3．19

10．3-25

10．4．14

10．4-21

10．5．13

10．5．28

10-5．20

10．5．21

10．5．29

10．6．3

10．6．16

10．7．9

10．7．9

10．7．12

10．8-28

10．9．19

10．8．27

船籍地

能登鳳至郡赤神村

男鹿船川村

能登鳳至郡亦神村

但馬三国郡竹野村82

越前丹生郡四ツ浦87

能登鳳至郡赤神村

但馬三国郡竹野村82

能登鳳至郡赤神村

〃〃

〃ノダ

〃 当木村

越前丹生郡四ツ浦87

能登鳳至測弥神村672

但馬三国郡四ツ浦87

由利石脇

由利塩越

能登鹿島郡鵜浦村

船名

Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
Ｌ
Ｌ
し
し
Ｌ

１
ま
机
洪
式
式
訓
訓
洪
式
式
訓
丈
洪
洪
洪

辿
宝
安
徳
福
安
宝
永
通
宝
徳
細
安
、
久
徳

永
永
平
長
大
平
永
宝
永
永
長
宝
平
春
宝
宝

船主（頭）

小中谷市三郎

阿部与四郎

小谷卯三 郎

佐藤清左衛門

宮本喜助直乗

川谷惣作 船

佐藤清左衛門

小中谷宇三郎

板谷金助 船

小中谷市三郎

三谷作兵衛船

宮本喜助 船

橋本藤右衛門

佐藤清左衛門

佐藤源一郎船

金 文 造船

岡辺仁太郎直乗

乗船人姿

6人梨子5箱

2人錬誹2万

2人塩50俵4」7出港

3人三ツ切塩77俵、大白五丁、玉砂糖23出港

石炭、油、そふめん、漁塩

5人三m|尻塩250俵

3人石灰、近江表、そふめん

5人七嶋蓮15丸

船頭板谷百太郎、生虫欺60入、綿25

船頭藤治郎

7人綿、麦、白木綿

玉砂糖半紙

三ツ切塩

染吉米

寺J1治作塩、綿

2入金浦立石で27日正午12時難船

積下し荷



秋田沿岸における日本海的人文要素について

水主をとら・え荷主に可渡時は縦取逃乃・ものちりへ

になりたる共船不可弁之事。

一、船を貸て借手合札:1違候ハ蚤船・賃を約束之侭に可相

渡事。其時は右之船上下仕候程者船居・世也。但し本

之船主二内談候而・少シ礼物を以相済候はざ右之・船

何方に茂可差廻事。

、船を貸シ候時、借手相違候な塗・右之船程なりをか

り賃相渡・右船を請取へき事。

表6本荘市佐藤家蔵「客船帳」（抄）

右三拾壱 箇 候 之 儀 三津

貞応二芙未年三月十六日伊勢姉之津。泉州堺津。博多ほ宇津

兵 庫辻嶋新兵衛尉七湊

土 佐浦戸篠原孫右ヱ門尉越前三 国 ノ 湊 加 賀 本 吉 今 湊 能 登 輪 嶋 湊

薩摩坊津館田伽前守越中岩瀬之湊越後今町湊出羽秋田土崎湊

天下に被召出御尋之時・申上補判仕者也・理を曲法に奥州津軽十三湊

有之、法を曲無理ハ縦此三拾壱箇条之外二茂船沙汰於・（2）客船帳日本海に限らず津々浦々の廻船問屋ある

有之で三十一ケ条之沙汰二。似合たるを以可有沙汰者也いは船宿には入津宿泊せる船頭、船名等を記載した「客

船I限」、「諸国御客帳」と書かれた大福帳形式の記録が

－ 1 5 －

年月日

０
５
４
蛇
６
盟
妬
Ⅳ
７
３
８
９
６
１
０

６
羽
９
２
１
１
２
１
２

１

１

●

●

中

●

吃
６
４
６
１
６
６
６
５
６
３
Ⅱ
３
７
春
４
６
６
１
３
９

●
●
●

●
●
●
●

合
●
●

●
●
■
●

●
●
●
●
●

６
７
元
元
元
２
２
２
元
元
２
２
４
４
５
６
６
６
７
７
９

政
政
延
延
久
久
久
久
応
応
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治
治

安
安
万
万
文
文
文
文
慶
慶
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明
明

船籍地

大坂立売堀

越後宮川

西石見中吹浦

摂州東野

能州輪島

加州安宅

越後早川

南部下古川

越後村町浜

加州宮腰

加州小松

越前崎浦

加州安宅

芸州竹原

越後宮川

越後新潟浜 林

松前箱館内沼所

松前箱館

江差

秋田旗

函館

人 名

近江屋利兵エ

本田政右エ門、栄七

若松ヤ嘉平治

飼屋市右工門

板下久文

小倉屋吉作

長谷部次郎左工門

嵯峨ヤ平兵工

渡辺孫市

越前屋権六

瀬所七五郎

平野ヤ旦那吉兵エ

沖屋又三郎

平島ヤ材吉

惣五郎

中村正治郎船

山田舟次郎

山田彦治郎

村田勘次郎

舛谷助吉舟

朝山兵右二

備 考

図御手船3股、二見丸、他力丸申6､私方へ御出御約定

イi脇にて新造はき大をなし水主北原金左エrﾘ殿振舞い

福神丸、他11股酒田合廻船下り物半紙登物米当所積入25日

出船

沖福市丸、本吉喜助認めの書状参り永々私宿二約定

沖三太郎、津軽へ下りの節御立寄下され其節私方へ出の

御約定

私方へ人津

旦那作左エ門船に乗り拙家さ寸甫積入

沖合15反灘国丸・政吉様三ツ森増村さ紙商二而私方へ

御入船之定約仕り、尤松前物の儀ハ三つ森二而商へ仕り

|司所錫積入当所御米積入出帆

積もの身欠2000本鮭色々商売出来

酒田合廻船拙家二参申

千歳丸三右エ門、北国丸六兵エ、寿丸、孫左エ門、同人

代一泊仕候之剛、宿形之儀、御願申上候事

金浦、入船之剛色々相談次船6､拙家二参候事

沖掛振礼にて宿相極り申

錬味積入参り登り下り売出来仕候

大田丸（沖仁左エ門）大里丸練5万疋積登り拙家へ参候

得共番船に付石脇佐藤五郎八二参商仕り、追々拙家へ御差

向え積りに相成

沖藤次郎、沖掛ニテ振礼ニテ私方へ参

筋子百樽余り積込振礼ヲ以宿相頼

沖深浦明神丸石太郎深浦田中孫左工門御出之折宿方相極

沖丈助朝日丸、儀兵エ宿にて来1500石取組定宿の定致

荻浦和孝、右手船、誠寿丸、常吉、観寿丸、大寿丸、荻浦

より酒田表まで罷越一寸立寄
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表7石見国外浦湊入船の''1利廻船（清水屋客船帳）

表8能登福浦湊人船の山利廻船（佐渡屋客船帳）

表9船川湊入船の由利廻船（佐藤長三郎Ill蔵諸国御客帳）

あった。秋田沿岸で管見する客船帳に土崎港松本家、船

川港佐藤家・本荘市佐藤家関係のものがある。本荘佐藤

家のそれは仁賀保町鞠こ－部紹介されている｡今世'､金

浦町旧廻船問屋中津家で見'11された。罫紙の和綴で「諸

通船雪上帳」(16.5cm×24.5cm)。明治10年3ﾉ1から9

月19日まで、終末期北前船のほぼ1年間に細当する金浦
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年月日

天保3．7．27

天保3．9．20

天保5．8．14

文久4．4．25

明治4．8．3

明治17．9．4

明治18．10．22

明治19．9．8

明治19．9．10

明治19．10．6

明治25．8．7

船籍地

川
脇
越

″
〃

〃

″
〃
″
″
〃

道
石
塩

船主

堀井r11助

？

？

加藤信助

〃

金小三郎

″
″
〃
〃
〃

船 名

丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸

徳
徳
永
潤
安
豊
尾
〃
徳
積
昌

永
智
宝
徳
長
金
熊
加
稲
吉

船頭

長 治 郎

市蔵

金助
圭

暴 助

長 之 助

新左エ門

長 三 郎

〃

茂 兵 工

明治弥兵エ

弥 兵 エ

怖 考

干鰯稚蟹

函
貝
酉
貝

御
御

苧
紙

扱
半

津
津

人
入

登
下

登入津6月8日下人津扱苧御買9日出船

4日|||船

松前登人津新左エ門は能州黒嶋の浜岡氏6日出船

下人津長三郎は越中六渡寺浜屋長九郎の息24日出船

松前登人津14日出船

登入津茂兵エは但馬津居illの吉旧氏

下人津弥兵工は越中

登入津

年月日

文久2．5．13

文久4．5．8

明治17．8．13

明治18．8．24

明治18．10．2

明治28．12．8

″
〃
〃

船籍地

越
森
越
庄

″
〃
〃
ツ
〃
〃

塩
三
塩
本

船主

与助

越後屋

金小三郎

〃

今井三之助

佐々木平治

″
″
一

船 名

丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸

光
吉
豊
徳
吉
満
号
号
月

利
長
金
加
日
小
三
五
如

船頭

徳 三 郎

三右エI")

測耐新左工門

甚 太 郎

記戦なし

中村AE郎

小林専之肋

笹川菊松

小池武助

怖 考

水夫5人乗

直乗か

方船

快洋丸（方船）

年月日

明治10．7．8

10．8．20

10-10．7

11．11．14

14．11．9

15．3．15

15．3．21

15-3．31

15．4．1

15．4．’

15．4．1

15．5．13

15．9．14

船籍地

脇
石
浦
荘
浦
脇
川
荘

〃

石
冠
金
本
金
石
道
本
ﾌ狽王西町

浦
浦
沢

金
金
平

船主

鎌Ill鉄五郎

佐藤長右エ門

佐々木作蔵

中津七左エ門

熊川太郎兵エ

佐藤三五兵ェ

鎌田鉄五郎

村 井 市 助

長m東四郎

鈴水政兵ェ

中津七左エ門

小林鉄五郎

つる谷亀造

船名

天神丸

翁竜丸

安全丸

春日丸

天寿丸

金王丸

天神丸

天神丸

竜徳丸

記載なし

春日丸

安全丸

永福丸

船頭
--1-画

H 'l乗

治郎 兵エ

直乗

沖 染吉

I 血乗

沖三之助

沖本間長吉

力'’九之助

直乗

伽 考

22反

反
反
反
反
反
反
反

１
１
６
３
０
２
０

１
１
１
１
１
１
１
70石ハナコにて破船
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入津記録である。金浦からの積出荷の記入もあるが入

津船に関してのみ月日順に抄録したのが表5である。

能登、但馬、越前船の中に年2回入津するものがあり

北前船特有の買積み方式をここに読みとることが可能で

あろうか。

表6は幕末、明治初年、本荘人津を記録した佐藤家の

客船帳（仮称、34cm×15cm長帳）の抄録である。もっと

も、これは入津年ﾉ1日を欠く部分が多く、典型的な客船

帳とはいえないかも知れないが、この種の史料が稀少で

ある現在注目される価値はあろう。

以上、2点の客船帳を通して、諸国廻船の由利来航の

模様をみたが、地元Ill利に船籍を有したであろう廻船の

航跡は、前掲中津家の通船雌に2件みとめられるだけで

ある。他国廻船に伍して日本海を渡り歩いた秋Ⅱ1曲利の

廻船の消息は日本海、瀬戸内沿岸に残存する客船帳その

他の情報にまつところ大である。

そこでいま因みにその状況を能登富来町佐渡豊石見
浜田外浦清水豊1ﾘ)鹿船川佐藤家旧蔵の客船像よって
追跡作成したのが表7～9である。

これによると由利諸港における船籍地別船数は塩越II、

石脇、道川各4、本荘、金浦各3、三森、、I'-沢各lとな

る。これら廻船は船川人津船に記された帆の反数からし

て分るように石脇の佐藤長右衛I"]船2-1反は約ﾉL面石稚と

推定される例外はあるが、ほとんど三百ｲi以下の小規模

廻船であったと推定される。また船頭がll'i乗の場合は別

として、雇いの場合はほとんど地元出身者と想像される

が、塩越金小一郎は能州黒嶋の浜岡新左衛I"),越｢h六渡

寺浜屋新三郎、但馬津居Illの吉川茂兵衛と雁伽関係にあ

り、小一郎の廻船経営の内容に他と異なる－Ifilをみるこ

とができるように思える。

なお、庄内加茂湊は由利諸港と似て荒波をさけ、順風

を待つ間の「かかり潤」的小港であったが、山を越えた

鶴岡を後背に意外に般賑をきわめ、数冊の客船帳が残さ

れている。これを詳細にする紙幅はないが文化6年正月

の客船帳には塩越6、金浦5、三森9、平沢3、本荘10、

石脇4、亀田1、計38般の曲'I廻船が入津し、附船問屋

高橋家には象潟､本荘各,の記載があ製さらに隠岐の
大山脇港の万治2年~大正15年までの客船控磯こは金捕
17賎が検出されているが将来の分析にまちたい。

（3）船往来手形由利諸港へ入ってくる諸国廻船、あ

るいは地元廻船の船頭・水主はすべて陸路の旅と同じく

海上通行手形を携行した。船往来手形と称されるもので

熟瀞読駕蹴陶懸詮塚婁i

文政元年、三森村伊右衛門船2人乗の4点が知られる。

三森村の例（高昌寺蔵）を示そう。

；M州Ill利郡仁賀保三森村・伊右衛門船弐人乗、為商売

致・渡海候。宗旨之儀者代々・曹洞宗二|而拙寺旦那二

紛御座候。津々浦々雌相違御迦・可被下候。以上

羽州由利郡仁賀保

三森村

文政元戊寅年高昌寺回

六月

津々浦々

御役人衆中（・改行、。筆者）

（4）廻船問屋の儀定

諸旧北前船が乗り入れた由利港の体制は象潟の万石普

謝巡使答覚にその一端が示されているものの，その他に

ついては史料にめぐまれない。その意味で宝暦8年12月

mi改の御廻米買米の11銭に関する「定」、人津船に対

する汐越廻船問屋71肝の申し合せﾘ＃項を記した「儀定一

札の躯lなる史料は滅却できないものであろう。

（5）由利海岸の難船概況後述する「船絵馬」の奉納

状況からもしのばれるように、板子一枚下は地獄心のた

とえは、地廻りにしても、沖乗りであればなおさらのこ

と、船乗り稼業から足を洗わぬ限りかれらの脳裏から消

えることはなかった。神仏への敬度な祈りも空しく、北

の海に消えた北国船、北前船の実態は日本海沿岸地域交

流に果した陰影として発掘されなければならない。ちな

みに既刊の郷土誌鋤ら抄録しておく。
・延宝7．9．6松前御用船新潟出帆、9月6日網巻

丸破船､中ノ浜上り､宿与惣右衛門(金）

．〃8.8.11赤石浜に出雲の権現丸千百石斗り

松前管り､死人14人､宿与惣右衛門(金）

・元禄9．7.11岩見宝命丸、丹後由良船2膿澗口

にて破船、宿七左衛門、塩越にも破船

3鰻。（金）

・正徳6．48泉州食野船破船海蛇5人（金）

・宝暦9.3.1泉州佐野かかね船破船、海死9人

宿与惣右衛門。この船の脇差のちに

芹田坊へ奉納（金）

・宝肘13.2.加州本吉明観屋六兵衛船5人関に

て破船死す（出羽屋）

・宝暦5．7．摂州大坂平野屋伝兵衛船、隠岐より

流さる（結柴）

・明Ⅱ33．22上州安喜田部山の海福吉屋利兵衛沖

文吉他10人死（出羽屋）

・安永元8.17越後岩船住吉丸破船､宿柴右衛門(金）
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磯 村 朝次郎

・天明8．925大坂北堀江伊勢屋喜兵衛船大洲破船

（生駒氏の米2千俵)死人なし｡(象）

・寛政元7赤石浜に長崎御川船三国丸破船813

船かす、塩越～三森まで集め入札樹

・寛政4．3．4摂州堺酢屋利兵衛船、沖船頭八十八

他12人赤石浜破船死（出羽屋）

・文化14．712石州中須浦泉屋新七船1庄内島崎村

破船、浄専寺!)|導す（結柴）

・天保8．92429日まで松前壷り船110股破船、赤

石浜に下越後早川園の700石積､破船

水主・3，4人助かる｡柴右衛門(金）

・天保10．3．22長州下関船1,200石横鯵ヶ沢行の途

次破船、宿与惣右衛門

・嘉永5.10金浦地蔵様の下に加賀船5(111石横破

船宿七左衛門（金）

・金浦浄違寺入口右の墓地にある3基の墓石（写真3）

は中津七左衛門家でいまも管理しており、つぎの銘文が

ほられている。

。（正）長栄丸船中、釈浄詮位、春吉行年｝H二才（右）

安政巳未八月八日（左）作州赤泊村、松前アエノマ、

山田友吉家内

．（正）安政四己年四月十三日釈浄善位、栄宝丸沢屋

武市

。（右）加州円麻郡瀬越浦

（正）明治七年十月三日釈海(左)越中放生津岩三

十七才、明治七年十月三II、釈罫海越中放生

津七左衛門三男廿九才

2．石造物等

北前船によってもたらされた文物の多くは間もなく消

費され、かろうじて今日文献、古文書にその名をとどめ

るのみであるが、野に埋もれて久しい北前船の墓碑銘と

もいうべき朽ち果てぬ遺品は視角を変えてみることによ

り、なおいくつかは掘りだすことができるのである。

（1）象潟熊野神社石鳥居他、後述する舟絵馬によっ

て分るように海に生きる人々の神仏に寄せる心はことの

外にあつかったようである。だが絵馬を献ずることはで

きても、鳥居を奉納する行為は誰しもができたことでな

く、廻船問屋クラスにしてはじめて可能であった。

象潟中の橋のたもと熊野神社は伝えによれば文治2年

紀伊住人大円坊が熊野神を勧請し、海路茅淳浦につき敦

賀にで、象潟に着岸、神明の杜に小伺をたてたのにはじ

まるという。

昭和22年、本殿は焼失したが文化の地震に耐えて鳥居

は残った。寸法、銘文はつぎのとおりである。

高さ323cm,柱径26cm,花樹岩製、台石鳥海石、左表

「干時宝暦十一年己歳九月吉祥日」、左裏「発願取次当

浦佐々木氏敬白」右裏「大坂和泉屋市兵衛」。(写真16）

鳥井右側に手水鉢がある。台石烏海石、本体は花商岩

製。高さ56cm，下幅54cm、上幅62cm、厚さ41.8cm・銘は

「享保十六亥天、奉・泉州佐野食野佐吉家中間、三月吉

日」と彫る。（写真18)

鳥居をくぐり約20m,行くと左右に六角形の石柱がある。

厚さ24cm,地上高さ73cm、献灯とあるので灯寵の竿であ

ろう。左右柱に「献燈、細屋吉良兵衛」右石柱に「献燈、

恵比須澗中、海上安全、世話方秋野屋七右衛門、世話方

和泉屋長治良、享和三発天六月日、伝宿佐々木六右衛門」

と彫る。（写真17）

佐々木の外は象潟には聞きなれぬ名である。秋野は羽

前加茂湊の秋野一族か。和泉屋は鳥居、手洗鉢を奉納し

ている和泉屋市兵衛にゆかりの者かも知れない。

（2）海津見神社石鳥居字二丁目塩越青塚山の南麓に

ある。中世、播磨明石郡垂水より勧請した伝えをもつ。

高さ263cm、I']柱径21cm、右表「奉寄進干時宝暦九乙卯

歳九月吉祥日」左表「願主、亀田八嶋小膳、志賀喜大夫

（2名併記）塩越佐々木与助、佐々木与太郎（同前）」

花淘岩製。横に手水鉢がある。高さ51cm、下幅72cm、上

幅80.4cm、厚さ50cra、銘は右より「願主大坂11泉屋市兵

衛船中、泰寄進、干時宝暦九乙卯十一月建立、取次当浦

佐々木与助」。花商岩製。（写真19～20)

大坂和泉屋市兵衛奉納の石烏居（宝暦11年）は放生島
鵠

稲荷神社にもあったが、文化の地震で倒壊してしまった。

その他、象潟神社にある無銘の鳥居、若宮八幡社境内に

残る笠木ないしは烏木の部分と思われる残欠など花淘製

の遺品は海路搬入されたものであろう。

（3）船着八幡神社手水鉢．海路搬入されたものでない

が、象潟がいかに海上生活と深い結びつきを持っていた

かを物語る石造物として船着八幡の船型手洗石がある。

長さ127cm、m幅64.5cm、鮒幅49.5cin、高さ30.5cm・石

は安ill岩鳥海石である。ただし船に水が入ることは最も

忌むべきことから水を入れない。（写真22）

（4）松ケ崎亀井稲荷神社に貫、木鼻の一部後補の花商

岩製の鳥居がある。高さ300cm、柱径29cm、正面右柱に

「天明三発卯年五月吉祥日」、左に「為手船海上安全、

願主州州産、谷口停吉nn」と彫る。（写真21)谷口は

後記するように松ケ崎光禅寺にも顔を出す、備前国邑久

郡尻海浦住の廻船問屋であろう。

（5）金浦町灯台方角石（写真23）一風がなければ船は

走らない。それも順風が理想的である。風は北前船だけ
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でなく往時海上生活にかかわるものにとって片時も忘れ

ることはできなかった。港に近く見はらしのきく小Illに

「日和山」の名で沿岸各地に残っているのはそのいい例

である。象潟の公会堂裏の小山は日和山で金浦には潮見

山がある。文字こそちがうが潮見山も風をふくむ、その

日の海況を総合判断するために重要な山で日和山の範時

に入るものであろう。日和山は陸から海を眺見するばか

りでなく北前船の時代は入津の目印にもなるものであっ

たから、そこには大樹や同、あるいは方角石が設けられ

る場合が多かった。

海の民俗学からややもすると見落されがちの日和山に
89

ついて南波松太郎氏の調査によれば全国50か所以上（昭

和45年現在、内秋田県は3か所であるが、実は10数か所

ある）認められている。

本県で日和山に方角石を遺存している例は能代市三吉

神社前の1基だけであるが、今回金浦灯台で1基新たに

確認された。

単材型で鳥海石を用い、地中埋込式。方位目盛りを刻

む部分のみ円型平滑に加工し、下部は裾広がりに荒削り

している。地上高さ36.5cm、上円径27.5cm、下端47cm・

外円に十二支方位を、内円に東西南北の方位文字を外向

きに刻む。また方位盤面の中心に磁針の形が陰刻されて

いる。南波氏の分類に当てはめると基準型に入る。円形

の刻線内にはわずかに朱色の付着が認められる。

これとほとんど同型式の方角石は現金浦小学校の建っ

ている台地にもあったが、学校建築工事の際にゆくえ不
90

明になってしまったという。

象潟には船の綾を結んだ「船つなぎ石」とよばれるも

のが三か所ほどにあるが現存位置、形態から北前船その

ものに関係なく、潟を行く小船のものと考えられる。北

前が結んだと思われる船つなぎ石の一つは「沖の棒ぐい」
91

の名で呼ばれ、現在、大澗の海中に埋っている。

（6）茶臼石製の臼に掲臼、挽臼がある。日本人の食

生活に革命的変化をもたらしたと柳田が指摘する粉挽き

説常民の生活必需用具としてほとんどの家に所有され
ていたが、同じ挽き臼でも茶挽き臼は、きわめて限定さ

れた階層性を持つ石造物ではき捨てるほどはない。本県

のおびただしい粉挽臼、数すぐない茶臼については皮肉

にも全く見捨てられた状態である。茶道と密着する茶臼

は出土例を入れて筆者の知見では県内に20例あるが、象

潟町の2例についてのくる。

・州満寺所蔵茶臼（写真7）

下臼の受皿の一部が欠損しているが全体を知るに不足

はない。上臼高さ12cm、径19cm、供給口の径2.5cm・挽

手穴の飾模様は子持正方形3段で最大1辺5.5cmを測る。

下臼の高さ12cm、受皿の径38.5cm、台径31.5cm、高さ4.5

c"1．下日の目は8分画12溝、左まわりである。石質は溶

結凝灰岩とみたが、後日を期したい。

正方形挽手飾りは県内初見で青戸葛西城跡出土の上臼

に類似縄｡中世風の茶臼であるが､同寺周辺の出土か
あるいは伝世品かは不明である。ちなみに象潟島では寺

94

用に供するため茶の栽培が行われていたという、うべな

るかなである。

・知工屋与助|日蔵茶臼（写真6）

｜日廻船問屋知工屋与助家が最近解体され、裏庭に放置

されていたもので上臼を欠く。高さ8.8cm、受皿の径37.5

cwI、目のパターンは8分画、11溝、右廻り石質は輝緑岩。

恐らく北前船によって上方からもたらされたものである。

津軽十三湊、秋田土崎港の例からすると佐渡の石仏が

搬入されていていいのだが、今のところ見当らない。既

述のおびただしい遭難者のために建てられた墓石の中に

は出身地から持ち運ばれてきたものが相当あるはずだが

今後に調査の余地を残している。

（7）矢l鴫町公民館蔵灯龍（写真15)この灯篭はも

と矢島榊'1社の境内に置かれていたものといわれる。長さ

70.5cm、厚さ16.5～14.0cm、花商岩製。織部灯篭の竿に

当る。台石を伴わず埋込み式。竿の上部が三味線の胴の

ごとくふくらみ、鳩胸部から下部にかけて幅10cmの差を

もって広がる。竿中央部に舟形光背を浅く彫りくぼみ、

合掌するらしい立像を陽刻する。この種の灯篭は能代市

^Ill国清寺跡、秋田市などにみられるが、分布主体は近

畿、九州であり、矢島のこれは型式的に江戸後期頃かと

みられ、日本海から子吉川を上ったものであろう。

（8）羽黒山の仏像羽黒山黄金堂の中縁の仁王尊は元

禄年間、京仏師により造顕され生駒讃岐守の奥方が奉納

したもので、神仏分離以前は随身門に入っていた。この

仁王尊の製作を依頼された仏師の注文請書や羽黒に安置

されるまでの経緯を記した詳細な日記が正善院に残って

いて、それによると船で日本海を北上し、酒田で川船に

積みかえ、最上川から赤川に入り、赤川から京田川に漕

ぎ入れ、I｣I麓の添川まで連び、そこで陸揚げしたあと、

車で随身門へ運搬されていることがわかる。このほか黄

金堂の本尊、立像、弁天堂の本尊等、その様式からみて
95

明らかに京仏師の作と思われるものがあるという。

鳥海山北麓、由利地域に存在する社家、旧修検、寺院

の蔵する宝物、什物に付帯する口碑、文献、様式の比較

による日本海要素の抽出作業の必要はすでにのべた。

3．金工遺物等
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社寺の蔵する神器、什物の中には海上長途の旅をへて

運ばれてきたものがある。古い例は秋田市西善寺の覚鐘

で鋳出銘によって慶長15年、山城国愛宕郡三条釜座鋳師

辻与次郎の作である。恐らくこれは琵琶湖の舟運を利用

して大津から今津、海津、大浦、塩津のいずれかに至り、

陸路小浜あるいは敦賀へでて、ここから北国船によって

土崎湊まで運ばれたものであろう。由利郡内にも海上船

で運びこまれてきたと考えられる殿鐘が23ある。

（1）本荘市超光寺鋪．本堂右隅に置かれた殿鋪は高さ

46.5cm、口径36.3cmの小型のものであるが、「v;天明三

美卯秋九jl、越後州三1&帥大久保村、小熊亀次郎作」の

銘がある。この小熊の作品は戦時中供出してしまったが

叫i満寺に架蔵されていたことが「越後国三島郡大久保住、

鋳物師小熊亀四郎吉次作｣と記熱れた銘文によって知
ることができる。年号の記載は記録にないが、第十九世

大忠の名がある。鮒満寺は大忠の時、安永5ｲドに祝融の

災いにあ慨後､天明4年この大忠によって再雌されて
いるので当該鐘も、その頃造られたものであろうと推定

される。

越後国三I鴫郡大久保村は現在柏崎市内に入っているが

幕藩時代は柏崎代官支配に属し、越中高岡から技術を習

得してきたものによって農漁業のかたわら鋳物業を余勢

とする村落であった。鍋釜など日常器具の生産が大部分

であったが、小熊らは技術的にすぐれた専業鋳物師で純

鐘香炉などの高級品を多くつくってい』§超光寺､鋤満
寺鐘は越後柏崎から船横みされてきたものであろう。

（2）光禅寺鐘、完全に西廻航路をたどってきたと思わ

れるのは松ケ崎の光神寺鐘である（写真26）。

加賀寺地の大乗寺を本寺とする光禅寺は嘉慶2年赤穂

津氏の開蛙になる。同寺蔵の殿鐘は高さ55cm、口径36cm

施主秋Ill大町三浦亦左術門で製作年次等は「宝暦九巳卯

歳七月吉II、大坂西高津町新道住、今村清治、藤原吉久

作」の刻銘によってIﾘlらかである。なお安永5年8月、

常住是山の代に縦o2cm、横52.5cm、縁厚0.8cm、撞座

周囲に種字マンダラを陰刻する雲板が一'二I納められてい

るが、庄内鋳物師頭、大山住伊藤備中守藤原朝臣家清の

作（他に門弟3名）、寄進者は亀Illの湯HI伝|叫郎。さら

に宝暦2年、｜司8年に江戸芝ロ3丁II伊勢屋新兵衛嘉兵

衛の奉納物があり、明ｲMM年にさきの備前邑久郡尻海浦

谷野伝吉は太鼓を寄進している。

（3）象潟浄専寺鐘州満寺と同様、戦中供出されたが、

同寺の由緒銑｢天明五年八月､大鋪を象潟草木森に於
て鋳造して成就す」とあり、鐘銘井序、勤銘を写し、そ

の末尾に「天明五年己年八月十二日、願主南龍喜雲、義

静界什鋳工象潟住国松久兵衛、藤原家長」と記す。国松

久兵衛、藤原家長とは一体いかなる人か。その技術はど

の地域のそれにつながるの力も作品は浄専寺鐘だけなのか。

（4）金浦町佐藤勝芳家蔵、銅製灰均（写真25）。長さ

23.3cm、柄の部分に「はつ春や金浦船に帆をあげて、よ

るつの宝みな店に入る、守伝」、裏に「文化二乙年、佐

藤氏」と彫る。象潟地震の翌年に当るが、金浦港をほう

ふつさせる遺品の一つである。彫刻者守伝についてであ

るが、代々「守」を通り字にしてきた象潟長岡の鉄鍛治

斉藤家の誰かであるかも知れないが、l司家の系譜にはみ

あたらない。

ちなみに長岡鉄は守道鉄といい、同地の斎藤家に一夜

の宿を借りた六部から伝習したと伝えられ、別家の新田、

森の3家で製作､県内で広く用いられ溜
4．瓦

由利海岸の景観を彩るものの一つとして強く目に映る

のは寺院と限らず、民家の屋根にすこぶる瓦葺きの家屋

が多いことである。結柴氏によると浄専寺本堂の瓦は越

前瓦で大正の末に終末北前船が搬入し、後で残り半分持

ってくるはずであったが、ついに船は姿をみせず、越後

瓦で葺いたという。

瓦喋と化す屋根瓦であるが由利海岸にとっては日本海

の地域間の交流を証明する遺物として資格を与える価値

があるというものであろう。

（1）岩城町歴史民俗資料館に鬼瓦が3点保存されてお
’01

り、つぎのへラ書き銘が施されている。（写真8～10)。

・越前瓦焼平八作（岩城氏奥室瓦）

・文化十二子天六月日

越前坂井郡清滝村瓦屋仁兵衛、ボIll工人喜兵衛

・同国瓦屋仁兵衛、細工人喜兵衛（天鷺神社瓦）

12）本荘市中烏旧生駒藩金比羅神社瓦（写真11)。矢

島町公民館に須郷田の土井氏寄贈の鬼瓦があるが、生駒

氏の館の一qを飾った瓦でないかと思われ、越前瓦であ

ろう。生駒氏の米蔵は現在本荘市中島12番地、内川製材

所敷地内に旧観をとどめながら4棟（36坪、42坪、60坪、

70坪）現存し、その間にはさまって金比羅神社がある。

ここの鬼瓦銘には岩城氏奥室瓦と同様つぎのへラ書きが
102

認められる。「文政四」、「越前救賀瓦師平八作」

由利地域の占い家々の屋根に葺かれた茶褐色のくろず

んだ巴文瓦、鬼瓦、桟瓦は越前、能登瓦とよんでいるよ

うに大部分は終末期の北前船によってもちこまれたもの

と考えてよいであろう。

森・宏之氏は文化地震以前の象潟絵図から、地震前に

瓦葺きの建物があったのではないかという想定のもとに
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刻明な調査を行っておられる。まだ江戸期の刻銘ある瓦

は検出されていないが北前航路上の象潟を考えれば、当

然あって不思議ではない。

しかし由利地方の幕末、明治初年、瓦の供給先をすべ

て北陸地方にのみ想定することは危険であろう。その理

由は文政3年12月、由利本荘、石脇方面から赤瓦の注文

があるので文左衛門なる土焼商売の者に許可してほしい

旨の願が秋田藩へ出され、この願は一度は願下げとなっ

たが後に許可され、新屋忠専寺南西の西山で焼成されて
l“

いるからである。

V北前船模型と廻船付属用具

R本海沿岸の風の名称の分布をもってしても分るごと

く、秋川沿岸の日本海要素の検証にはいうままでもなく

民俗学的視角からの積極的参加の必要なことはもちろん

である。

1．後期北前船模型

日本海を上り下りした北前船は計り知れない文物を沿

岸、内陸に侵透させ日本海の荒波ならぬ近代交通革命の

波に浦えた。海を走ったトラックー北前船の姿は今IIで

は後述する舟絵馬によってしのぶほかはない。もし北陸、

羽前に点在する北前船模型が秋1ll沿岸のどこかに残存し

ていないだろうかと期待するのは木によって魚を求める

にひとしいと考えられていたが、現実に由利海岸に伝存

している事例を報告せねばならない。

仁賀保町三森部落は旧酒田街道をはさんで軒を並べる

日本海沿岸どこにでもある一漁村であるが、本荘廻船問

屋が束になって訴えるほどの力を持った廻船問屋がいて

ささやかながら近世の全国的流通機構に参画した村落で

あったことはすでにのべた。

問題の北前船模型は曹洞宗明峰派森岳山高昌寺に現存

している。船模型は神社に奉納される例は聞くが寺院にあ

る例は少ないのではなかろうか｡尚昌寺伝来の背景にはつ

ぎにのべるしかるべき事情があったと伝えられている。

文政ｲ|糊のある年のこと、8ノ18日大荒の夜半、床に

ついた天外達道和尚はなんとなく胸さわぎを感じた。海

辺に生きる宗教家特有の心意現象であろうか。外にでて

みると吹きすさぶ波浪の中に救いを求めるl鯉の船を発

見した。早速、寺の前のエビス森の岩かけで松|ﾘlをたき

救助の知らせを送った。かくして村中から問屋、漁llljlは

舟をた．して救助に当り、船はもちろん、乗員も一命をと

りとめることができた。

難船は佐竹藩の御用廻船であった。三森高昌寺ならび

に村民の必死の働きを知った佐竹は奉謝の意をこめ救助

された廻船と同型の模型を造り、寺に寄進したのである。

北前模型船をめぐり後日諏がある。高昌寺の弁天堂に

ちなみ模型船に弁天丸の名をつけ、7月8日を廻船、漁

船の海上安全を祈る弁天祭りの行事とした。祭りの当日

弁天経を読経し終ると村人は模型弁天丸を御輿として肩

にかつぎ、面梶いっぱい、とりかじのかけ声よろしく村

中をねり歩き、それが終ると弁天沼へ浮べるならいであ

ったが、干拓されたので現在このことはおこなわれてい

な↓'哨
佐竹氏から贈られた当初の模型船は明治14年の火災で

焼け、現存するのはIﾘl治16年、本荘の船大工によって焼

失前と同じ縮尺で再建されたものといわれる。

長さ215on、深さ43cm、オモテアカマ幅55cm、樺、杉

材を川い、帆柱、伝‘馬、碇を伽えている。

本稿では造船史の専門家である石井謙治氏から寄せら

れた写真にもとづく所見を掲載し、詳細は今年3月上旬

来秋予定のII本海事史学会関係者との合同調査、検討に

ゆずる。（写真28～34，39，41)

本模型は、典型的な明治期の北前型の弁才船である。

船底材の長さが1．33m(4尺）なのからすれば、姉の

縮尺で造られたことは確実であり、実船ならば大工間尺

で50()打砧級、実砿石数で1000石械級ということになる

であろう。ただし、確かなことは幅や深さなどを正確に

実測しないと断定はできない。船体は写真でみる限りで

は、側Ifll観に重点をおいたらしく、この角度からの姿が

最もリアリティーに富んでいる。たとえば、船首尾の反

りの大きさ、表垣立および臆垣立の形式、みよしや五尺

廻りの形式、外脳廻りの形式などは、明治中期の北前船

の特徴を忠実にうつしている。その代り、上からみた平

面形状や屋倉などに多少の手抜きがみられるが、この種

の手法は奉納模型や祭礼船の中にはよくみられるもので

ある。なお、伝馬船・帆柱・碇など道具類が残っている

のは貴重であり、船体ともども秋Ill県の重要な有形民俗

資料として大切に保存して頂きたい。

2．廻船付属用具

北前船船峨棋型北前船を伝存する高昌寺にはこの

ほかに住職楢岡師の先見によって日本海沿岸における秋

田を知る不可欠の廻船問屋奈良屋関係資料がいくつか保

存されている。

（1）船峨（写真35～38）、弁天丸35は長さ21.0c狐、幅

95cm、‐上方にUcm、5.5cm幅の枇線が入る。36は26.0cm、

幅65cm、35と同じく26.5cm、9cm幅の線を入れる。37は

21.7cm、IM10.0cm・八幡丸は長さ23.5cm，幅10.3cm、

13.5cm、9cm幅2本の横線が入り、いずれも麻織りで

ある。
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（2）船霊（写真42）、増田九木画の船霊の巻物で44cm

x17.8cm、（写真45)は高さわずか5cmの木彫聖観音を

納める船霊厨子である。その背面には朱書でつぎの如く

来歴が記されている。

「京都大仏殿、寛政十午年雷火ニテ炎焼ス、其時釈尊

之御首焼残り、古来ヨリ馴染仁送之、以之本尊造立ス、

羽州由利三ツ森住、奈良屋宝」

（3）煙草盆（写真46）は高さ19cm、幅¥Sm、奥行18cm

真鋳製の皿をはめこんだ沖船頭愛用のタバコ盆である。

（4）船燈（写真44）、象潟町森宏之氏蔵、銅製の船

中燈明皿である。長さ20”、高さ16cm･高さ6cm径7cwl

の円筒左右に径2.5cm雁首火皿をつけ舟型につくる受皿

に入れて吊る。

（5）船往来手形箱（写真43）象潟町兵藤嘉一郎氏蔵

の船往来手形（既述）を入れる二重の手形箱、外箱長さ

38.3cm、幅8cm、高さ5c耐、厚さ0.8cm･総桐製、内箱は

長さ36.4cm、幅6.1cm、高さ3.3cm、厚さ0.5cm､外箱蓋

に「深浦湊云々」の墨書がある。非常の場合に備えて綱

袋に入れ強い麻糸を合わせた紐で背にかけて泳げるよう

にしたもの。海に浮かしても水が入らぬ位の粘碓な細工

である。

（6）船箪笥

北前船の中には必ず積みこまれていた、まさに日本海

海運の象徴的文物である。難船の項でもふれたようにこ

の船篭笥につかまって命をとりとめた事実があった。船

臨笥は形態、構造によって懸硯、半柵、帳輔の三種に分

れる。

・写真47は金浦町中津竜之助家蔵の帳輔である。高さ

45.3cm、幅51cm、奥行43.3cm、上出面、倹鈍蒲、つまり

上段が抽斗で下段は上に持ちあげ、下の溝に落してとめ

る、かけはずしのできる蓋である。外は総概で持送りは

蕨手。惣縁金具で上部、側面、裏面に帆3.2cmの帯金具

を十字にかける。倹鈍蓋は10個の金具よりなり、横長縦

短十字の帯金上部に、上段抽斗と同一の菊座をもつ手掛、

やや右上に座金付釘穴の表鎖を付す。横長金具の左右に

菊座の空鎖、端に鍵穴を設ける。

引手は内外ともに角手、内抽斗は5個、下段2個に表

鎖がつく。右上の小抽斗はいずれも桐材、隠箱はない。

・写真48は象潟町森宏之氏蔵、懸硯（片開戸）

高さ44.3cm、幅48.5cm、奥行39cm、総桐、漆塗。右5

枚の蝶番は60個の鋲止め。左板鎖は菊座の手掛け、左上

に小型菊座の空鎖がつく。鋪穴は固定芯棒、手掛けを保

護する弓型の鑓、4個の紺穴に平行する縦長の鍵を打つ。

中央十字に交る帯金具は上に森の屋号を、下に草花文を

陰刻する。板鎖上下に三蓋松の透彫り板をはり、隅金具

は波形に、松葉状の線彫を入れる。持送りは蕨手、内抽

斗は5個、上2段は無鎖、引手は通座金の角手。下2個

は素文乳房状の手掛けを付し、瓢単型の抜錨で引手丸鐙。

隠箱あり、戸賀村勘七の墨書あり。

扉裏に＠の焼印、3枚の証文をはる。そのうち右1枚

に「覚一、右此懸硯繍壱つ代金弐歩也、右之通代金受取

渡Ill所ill述無御座候巳上

文文久二戊年十一月十二日

秋田渡鹿之

勘治郎⑳

とあり伝来経路が知られる。扉の状態から、後で新造つ

け替えたともみられる。

・写真49は関、伊藤春雄氏蔵、懸硯、片開戸。総桐高さ

47.5cra、幅40.5cm、奥行50cm・扉表鎖は菊座の手掛け論

穴、引手丸鎮。中央十字の帯金の上は丸輪に三蓋松、下

に竹、lﾉﾘ隅に雲形の金具を打つ。5枚の蝶番上部に提手、

財穴は5個、鑓を欠く。内抽斗5個上2段引手は座金付

蕨手、下抽斗2個は菊座手掛鎖を付け、引手丸鎧．

柳宗悦によると万治4年在銘の懸硯として股も古い
1船

様式のものをみたことがあるというが、今年1月仙北郡

貝沢村恐らく現雄勝町貝沢と思われる雄物川上流から「

慶安五暦九月吉祥日、仙北、貝沢村」と墨書された懸硯

が発見され溜これについて詳説する紙幅をもたないが、
日本海海運と雄物川水運の関連を考える上の貴亜資料と

いうことだけはできよう。

しかし総称して船徽笥とよばれる廻船必需用品は、凡

そ享保延享頃を初期に宝暦、寛政を中期とし、化政以降

明治に至る間を最盛期と推定され、かつその主産地は太

平洋岸にあらず、いずれも日本海に面する古港、羽前酒

Ill、佐渡小木、そして越前三国にほとんど限られていた
108

という実態をもって、日本海的要素をもつ民俗的指標と

して認識さるべきであろう。その意味から少なくとも本

県内に遺存し、ややもすれば好事的対象物として扱われ

がちな当該遺品の所在確認を含め歴史的に位識づけを試

みる必要がある。

Ⅵ 由 利 地 方 の 船 絵 馬

「1本海沿岸諸地域に伝存する船絵馬は県単位でまとま
1”

った点数をみると新潟483、石川385、福井437である。

秋Ill県内の船絵馬についての報告は本誌第2号で37点を
110

木崎和広が報告している。

その内訳は文化13年を吸古に江戸期3、明治22、大正

4，昭和3である。この数字はたしかに災害、改築、神

職の交代、信仰の変質、崩かいで無関心に処分、整理さ
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れた秋田県北部の実態を反映しているが由利郡の場合は

これと対照的であることは以下によって明白であろう。

今回、由利で確認された船絵馬は宝船、西洋型帆船各

1を含め139点である。所在、年代別に一覧したのが

表10である。象潟町に驚くほどよく保存されているのは、

同地域の人々が古くなりわいを海に求め、海を忘れがた

きふるさととして語りついできた証左とすべきであろう

か。（写真52～62江戸時代のみ）

年代の最古は寛政12年、最新は昭和3年、江戸期23、

明治10年まで17、明治11年～20年がMO、明治21年～HO年

まで27、明治31年～45年2、大正、昭和各1、年号を

欠くもの38となる。

船絵’馬個々についての詳説は稿を改めて行う予定であ

るのでここではふれない。

奉納者はほとんど地元廻船所有者、漁業従事者に限られ、

他国人の奉納は少ない。形式は飾り金具を打ちつけた出

来合いのものと、新たに枠をつくりつけた二種がある。

また紙絵馬が殆んどであるが、中に手書き彩色のものも

ある。

Ⅶまとめ と 展 望

由利海岸地域において日本海的人文要素と考えられる

資料のいくつかにつき所見をまじえ概略記してきた。今

後、この問題を掘り下げ、発展させるため一応のまとめ

と見通しをのべておきたい。

1．管見する限り由利海岸地域は植生的に北方系、南方

系要素の顕著な混住がみとめられ、学術上貴重とされて

いるが人文要素についてもそうした一面が指摘される。

東北的縄文遺物の中にあって今のところ点的にしか検

出されていないが、北陸系要素と理解される土器片は今

後の精査によって類例をますものとみられる。

弥生期の遺物は天王山系の1片のみであるが、三崎山

青銅刀の例を持ちださなくとも、沿岸流の実態と秋田沿

岸のこの期の遺物のあり方からして、近くは佐渡竹の花

式一櫛目文系の遺物が検出される可能性は十分に考えら

れるので注意してみる必要がある。

中世における日本海的陶器の代表として能登半島産の

珠洲陶をあげることができる。この系列に入れてしかる

べきものが数点みいだされ、本稿の時点ではその所在を

確認するまでに至らなかったが、記録面からそれに擬せ

られるもの，あるいは珠州系とは次元の異なる中世施粕

陶器かと出土状況その他から想定されるものがあった。

珠州陶を含むこれらの中世陶磁の大部分はすでに江戸

初期に港としてささやかながら位置づけを与えられてい

た本荘、金浦、汐越を主な窓口として北国船によって将

来されたものと推定されるが、ことに中世前期の陶磁に

ついては北条得宗圏と日本海交易、これにかかわった由

利の側面としてみて行く視点を忘れてはならないだろう。

象潟を中心とする泥流丘の中には弁天島、放生島など

のように、古来信仰の島となっていたものがあり、古代

中世の信仰的遺構が埋蔵されている疑いが濃いので、日

本海的人文とは限らず注意すべきであろう。

2．近世日本海海事資料として船法度、廻船問屋儀定そ

の他が検出された。これらは汐越港の機能の一端と文化

地震以前の日本海航路における位置を理解する材料とし

て有効であるばかりでなく、就中、船法度は日本海法史

研究にいささか稗益するものであろうと思われる。

金浦の客船'帳類似史料は後期北前船時代のものである

が、この期のIll利沿岸における取引、船往来の実態が不

鮮明な面が多いだけに無視できないものがあろう。しか

し由利諸港の後背地との流通関係については民俗、社会

経済史サイドからの解明に期待するところ大であること

はいうまでもない。

3近世日本海地域間交流を物語る博物館的資料のいく

つかを確認できたかと思う。

由利における石造遺物は地域柄、ほとんど鳥海山の産

石を使用しているのは当然であるが、異質の花商岩を主

とする石造物は海路、上方方面から搬入されたものとし

なければならないだろう。

瓦喫ということばがある。古代の瓦は問題にされても

近世の瓦はわずかに民家史研究にとりあげられるのが関

の山で一べつも与えられず葬り去られているが、文書資

料からうかがうことのできない事実を岩城・矢島の瓦は

教えてくれた。

同様のことは殿鐘をはじめ金工遺品等についてもいい

うる。二次資料で迫力に欠けるうらみはあるが浄専寺鐘

が象潟草木森で鋳造され、長岡鉄、小滝の刀鍛冶が存在

する理由はどこにあるのか。聞くところによると象潟東

方向山の台地に褐鉄鉱の鉱床が相当量埋蔵されており、

赤石川の川床にある鉄原料玉鉄がきわめて純度の高いも

のだという。鉄鍛冶は六部からの伝習といわれるが、他

の手工業は象潟にどのようにして旺胎したのか。ここで

生産されたものが日本海沿岸の他地域に及んだかどうか。

解明してみる価値はあろう。

4三森高昌寺に伝存する北前船模型の確認は本県にと

っていまのところ唯一無二のものであり、秋田の日本海

的人文要素の象徴的文物とみなしてはばかりないであろ

う。

加えて象潟を中心とする船絵馬の密集は県内最高のも
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のであると同時に、この地域の海との因縁を永く記念す

る貴重な文化財として保存措置が構ぜられる必要があろ

う。

5．日本海をフィールドに秋川人が他地域に残した足跡

はわずかに地元廻船の航跡をたどるだ．けにとどまったが、

寛文9年6月シャクシャインの乱による和人犠牲者273
111

人の中に18人の象潟出身者が含まれていたように、古く

から由利沿岸は松前地方と強い紐帯関係を保っていた事

実にかんがみ、今後は彼地における関連文物の発掘が必

要であろう。

また、中、近世的遺物の曲利海岸への陸揚の確認もさ

ることながら社寺および住民の定着、移住経路を刻明に

することがのぞまれよう。

はじめにものべたごとく秋ill沿岸における'二1本海的人

文要素の検証、確認、それによって櫛築されるであろう

秋田の日本海時代史は考古、歴史、民俗などの諸科学の

学際的提携によってはじめて真奥に迫り、秋田を見直す

素材を県民に提供することが可能になるというものであ

ろう。

だ．が、それは単に秋田地方の自己完結的段階、郷士誌

にとどまってはならないであろう。我国における新たな

地域研究､地域文化学､日本海文化錨一環を構成する
ものとして自覚されなければならないと考えられる。
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原始時代写真lの左中、下段の土器片について富樫

泰時氏は北陸色の強い土器と認められるとしている。

今回それを実見できなかったが、間違いないだろう。

小島彰（1974）：北陸の縄文時代中期の編年、大

境Na5富山考古学会。鎌木義昌編(1965):日本

の考古学、縄文文化の発展と地域性一北陸一

秋田市教育委員会(1974):下堤遺跡(第1次概要）

日本鉱業船川製油所（1978）：大畑台遺跡発掘報告

書。

男鹿市教育委員会（1975）：泉野遺跡発掘調査概報。

八竜町教育委員会（1979）：萱刈沢貝塚。

能代市若松鉄四郎氏寄贈、秋田県立博物館展示資料。

安保彰（1975）：小坂のあけぼの、小坂町史所収

河野義礼(1939):本州に於ける詣翠の新産出及び

其化学性質、岩石鉱物鉱床学22－5．藤Ill亮策(19

55）：長者ケ原遺跡調査報告、越佐研究9．同（19

57）：硬玉問題の再検討、古代25,26・内藤晃(19

59）：硬玉文化論、考古学研究6の3・寺村光晴（

1968）：弱翠一日本のヒスイとその謎を探る、養神

社

柏倉亮吉(1960):三崎山出土の青銅刀、東北考吉

学2・山形県(1969):山形県史一資料11、考古資

料篇

芹沢長介(1970):東北文化のあけぼの、古代の日

本8－東北、角川書店

高瀬重雄（1963）：古代の北陸海運と対岸アジアと

の交渉に関する考察、北陸と海運、北陸総合学術調

査団

北見俊夫(1973):日本海上交通史の研究、鳳鳴社

紺野義夫(1975):日本海の謎、築地書館

第九管区海上保安本部（1951）：漂流瓶のゆくえ、

水路要報Nq3-10

桜井徳太郎、北見俊夫（1965）：人間の交流、日本

の民俗4、河出書房新社

人見蕉雨(1791):黒甜墳語（下）、魁叢書2

延命庵再建の棟札による。

黒板勝美編(1972):延喜式巻二十八兵部省、新訂

増補国史大系、延喜式後篇、吉川弘文館

黒板勝美（1972）：延喜式巻二十四主計上、新訂増

補国史大系、延喜式中篇、吉川弘文館。

藤岡謙次郎編（1975）：日本歴史地理総説一古代篇

吉川弘文館

池遇蝿(1972):和名類衆抄郷名考護、吉川弘文

館

奈良修介、豊島昇(1967):秋田県の考古学、吉

川弘文館。象潟町郷土誌編纂委員会(1973):象潟

町史、伊藤春雄、有史以前の文化

三韓征伐に筑紫の津を船出した神功皇后が、帰朝の

途中、大時化にあって象潟に漂着したという伝説。

井上隆明ら（1970）：秋田の文芸、民謡、芸能によ

れば住吉神社系が管理していた中世説話文学で、島

の多かった象潟に住吉水神と八十島が結合し、水辺

の駆女によって運びこまれ、定着したものとされる。

勤海使節船の漂到と関連ないか。

柳田国男、前掲註12

塩谷順耳(1979):由利地方の館、秋田県立博物館

研究報告No.4

金浦町郷土史資料調査委員会(1955～73):金浦町

郷土史資料(1～7)、金浦出土の記録はすべてこ

れによる。

朝川惰蔵(1935):秋田の古鏡、攻塊6の1･武藤

鉄城（1955）：秋田の古鏡、秋田考古学No.3

象潟町郷土誌編纂部（1914）：秋田県象潟町郷土誌
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史資料第4巻、金浦年代記享和3年折込み図

党灯庵返答言上（1958）：続群書類従訂正3版巻

493，十七輯下、続群普類従完成会

象潟郷土誌編纂部(1914):秋田県象潟町郷土誌第

1巻折込みの「寛永8年当時之象潟絵図」による。

中村千代松（1905）：象潟誌（全）曲||満寺蔵版、宝

暦年代の汐越による。

前掲註71,25享保年中公儀巡見使答申心得

同上、12大澗港の万石譜請

斎藤武司編（1974）：金浦の海に関する資料集（1

～4）

住Ⅱ1正-(1942):廻船式目の研究、東洋堂。廻船

式目の成立について古llI良一によれば15世紀後半、

16世紀の中ごろまでに作られたことは疑いなく、瀬

戸内海の海賊衆の問で作られ、それを権威づけるた

めに末文が付がされたものであろうとされる。（河

出書房版日本歴史大辞典）

象潟町郷土誌編纂部(1915)秋田県象潟郷土誌第2

巻、赤石村名主後見弥治右衛門は又の名を伊藤弥治

右衛門と称したという。（斎藤武司氏のご教示）

仁賀保町史編纂委員会(1972):仁賀保町史

富来町史編纂委員会(1976):富貴町史一続資料編

柚木学(1977):諸国御客船帳(下)清文堂史料護書13

明治十歳丑一月吉日「諸国御客帳」、丁、男鹿市船

川港佐藤長三郎家旧蔵、34cm×12cm、

加茂郷土史編纂委員会(1966):加茂港史

Ⅲ中豊治（1952）：近世日本海の帆船交通、地域3，

「日本海海運史の研究」所収

象潟郷土誌編纂部(1929):象潟町郷土誌第2巻、

船往来認方

象潟町兵藤嘉右衛門氏蔵

金浦年代記、象潟郷土史資料、浄専寺、出羽屋過去

'帳

象潟町郷土誌編纂部（刊年不明）：象潟郷土誌資料

第6巻

南波松太郎(1968～70):日和山と方角石1－Ⅲ

海事史研究、11，13、15

金浦町公民館長、斎藤武司氏のご教示による。

象潟町教育長、井上英二氏のご教示による。

柳田国男（1939）：団子と昔話、餅と臼と捕鉢、木

綿以前の事、定本柳田国男集第14巻（1972）、筑摩

諜房

葛西城h上調査会(1974～76):青戸葛西城杜調査報

告

第1巻（謄写）

象潟町古四王神社(1891):古四王神社宝物目録

秋田県(1962)秋田県史、民俗工芸篇、小野正人篇

の陶工史をはじめとして同氏は陶片、北国秋田Il｣形

の陶磁、秋田陶芸史縞、等を著わし、秋田の陶磁研

究に大きな足跡を残された。

西目町教育委員会（1975）：浜館遺跡調査報告書

秋田県内出土の中世陶磁をめぐる1，2の問題につ

いては、隣接諸県の研究情勢もあり、近く稿を改め

て報告するつもりである。

網野善彦（1974）：交通路と関所、日本の歴史10

蒙古襲来、小学館

豊田武（1976）：北条時頼と廻国伝説、英雄と伝

説、塙書房

51.秋Ill県教育委員会(1978):秋田県の文化財5

拙稿（1977）：秋田県における中世石造遺物の型式

分布とその意義、秋田県立博物館研究報告No.2

大阪市立H1之島図書館蔵(1652～58):皇聞道度図

大館市立図書館蔵(1649):川羽国大道小路井船路

之記一慶安2年10月7日（真崎文庫NalOOl)

須原屋茂兵衛板（1842）：改正日本船路細見記、

秋田師範学校(1925):綜合郷土誌研究

61.金浦町公民館(1973):金浦町郷土史資料、第

7巻、羽後国由利郡誌（抄）平沢港

69．増村亮一（1969）：仁賀保町史、中篇原案、幕

府巡見使通過の事

結柴宗雄（1972）：食野庄兵衛と庄左衛門、象潟の

文化、昭和46年度、象潟町教育委員会

増村亮-(1970):郷土誌資料集第7巻、仁賀保町

公民館、天明8年本荘の船問屋、平沢、三森の廻船

問屋を訴えるの項、仁賀保町史編纂委員会(1972)

仁賀保町史。

吉田東伍（1904）：大日本地名辞書、羽後金浦の項

金浦町郷土史資料調査委員会（1955）：金浦町郷土

史資料第1巻、出羽風土略記巻9、金浦村の項

同上(1956):金浦町郷土史資料第2巻、金浦年代

記、寛永13年より16年。

同上(1971):同第4巻（再版）、金浦年代記、宝

暦8年。

同上（1971）：同第4巻金浦年代記、宝暦11年。

同(1970:同第5巻、金浦年代記、文政7年。

同（1956）：同第2巻、金浦年代記、正保2年。

同(1971):同第3巻、令浦年代記、貞享元年。

金浦町郷土史資料調査委員会(1971):金浦町郷土
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秋田沿岸における日本海的人文要素について

94熊谷能忍師のご教示によれば鐘楼のうしろに茶畑が

あったが、昭和10年頃はすでにヤブになっていたと

いう。また最近、横山正義氏らの調査によると長岡

部落の館森周辺に茶の木の残存木が点々と見''1され

るという。

95戸川安章(1977):日本海の潮流と文化、｜｣｣形県民

俗・歴史論集、第1集

96．象潟町郷土誌編纂部(1918):象潟町郷土誌資料、

第5巻、皇后山干満寺鐘井序

97中村千代松(1905):象潟誌（全）、u11満寺蔵版、

世代年譜と雑事

98．三嶋郡大久保村小熊亀次郎については新潟県三I嶋郡

与板町恩行寺小坂悟師（同町郷士資料館長）のご

教示による。

99．象潟町郷土史編纂部（1965）：象潟町郷土誌資料、

第5巻、浄専寺由緒書

100.秋田県(1962):秋田県史、民俗工芸篇、奈良環之

助の解説による。

101.岩城町歴史民俗資料館長那須春弥氏のご教示による。

102.内川製材所佐藤明吉氏、矢島町教育委員会佐藤洋一

氏のご教示、ご協力による。

103.森宏之（1973）：瓦のことについて、象潟の文化

4

104.新屋郷土誌編集委員会(1970):改訂新屋郷土誌

105.高昌寺楢岡貞竜師によると古老は弁天祭りのことを

別名「境祭り」ともいっていた。隣村と境界の争い

が生じ、負けそうになるとこの模型船をかつぎだ､し

係争中の境へ持っていく。すると相手村の者･はふり

かざしたナタや鎌をおろさざるを得なかった。20万

石の佐竹からもらった弁天丸と2万石仁賀保の差だ

ったからだ､という。

106」08柳宗悦(1974):船鰍笥、春秋社

107.埼玉県志木市小早淳氏蔵高さ39cm、帆33cm奥行4M

cm、飾令具はきわめて簡単である。

109.牧野隆信(1979):北前船の時代、教育社

110.木崎和広(1977):秋田県の船絵馬、秋田県立博物

館研究報告2．同（1978）：秋田県の船絵馬につい

て、出羽路62

111.土屋祝郎(1973):象潟漁夫と北海道（上、下）、

秋田魁新報夕刊、昭和48，2，21～22

112佐口透(1978):日本海文化研究の意義と課題、

日本海文化No.5、金沢大学法文学部日本海文化研究

所

＜史料＞

1.船法之事

一、寄舟流物は其所の神社仏事の可為修理事。左の舟に

乗るものあらば舟王可為進退

一、於湊繋舟損たる時ハ其所より濡物干、船頭可渡也・

帆別碇役を仕、湊を買たる上は国王たりとも不可有・

違乱事

一、繋舟齢多有之、大風ならば其村より加勢仕、先風上

。なる舟に加勢する事もっとも也。いかに風下の舟に

綱碇有之と言とも風上の舟流掛らは跡々舟繋・止べか

らす。もし風上の舟おのつと綱を切し、風・下の舟に

流かかり、二鰻ともに損ずるならは風下の・舟より風

上の舟に存分可為之事

一、沖を走る時、風下の舟に乗掛つき沈時ハ風下の舟・

－人なりとも損したる舟より移たらは、風上の可為見

逃事

一、本舟技舟の時は本舟の荷物を捨、技舟荷物無蓋・時

ハ本舟配当有ましき覗

一、舟を盗まれ、或は賊船とられ、北国の舟ハ西国にあ

り・西国の舟は北国に渡り有、此舟を買収廻船すべ・

からさる事。もし荷物を械廻船於有之ハ船主見合此舟

を取り返し船噸も'J為述惑事。かわらに。付たる沙汰

は偶親子の間にても、深可為事

一、貸舟して若其舟損したるとも借人弁さるへき事・但

舟床・を済し、船主無分別所を推而出船°するとも船

損したる時ハ借り人の弁事。但最初可為約束未事

一、揖柱損したる時ハ借入可弁。但力リ請之時ハ揖柱。

価有之は舟主よりaたる時は不為弁事

一、綱を切らしたる時は不及弁。但取外し落したらは可

弁事。いかりおとしたらは可弁事

一、諸道具船受取たる時は、注文に引合可渡事

一、湊にて乗衆||｣船を進と云とも、船頭之無分別所を．

すべからさる事。荷を損・行所へ不行、配当有・之時

ハ在所の売り所の直段を配当すべき事

一、舟に荷を柚、船頭に請日記を以不渡物ハたとへ金銀

を捨たりと云とも、惣て配当に入べからす。

一、舟を借りて戻すとも運賃を取たる時ハ三ケ－船頭の

・可為進退蔀。借請之時は戻りの荷物迄も可積・のよ

し断たる時ハ不及三ケ－事。

一、積日記船頭に渡候時、乗り衆同茂如即U配当可人也・

但船中賃減之上を以残りたる時ハ請日記二不入と云共

・配当に可入事。損たる時ハ惣而不可人事。

一、舟を借、船頭に行先にて公事有之船を留たる時ハ。

－ 2 7 －



磯村朝次郎

かり船頭可弁事

一、舟を損さして命を助たる時ハ、たとへ其内に壱人之

者・金銭をたはさミたりと云とも、惣中6､いるひこふ

くからず。

一、籾米を積、又唐物を横合たる時ハ荷物損る時は。も

し唐物積たる荷は、我唐物を捨・籾米に配当掛へから

さる事。周章籾米積荷物或は。船頭、水夫は唐物を捨

たる時ハ何を内に唐．ものと申すもしれぬと申沙汰あ

るへきなり。

一、舟を借すへたる時に焼割たる時ハ、借入の可弁事・

一、荷を横て或は沖にて或は湊に掛りて船に・火を出し

たる時ハ、沖に大風に舟を捨たると同沙汰・たるへき

事。但火を出したるハ可為法度。

一、舟に荷物を積て水夫取逃たる時ハ船頭に可為年弁事。

水夫とらへ荷主二渡たる時ハ、縦取にかしたりとも不

為弁

一、乗衆水主思案之所を舟す、み出船して、其舟乗・造

候時ハ船頭見加不可過之事

一、荷物濡たる時ハ船頭可弁事。但沖にて大風に逢・大

波大雨の時濡たる物は緩に不可有之事。湊・の内にて

雨なかにぬれたる物は船頭可弁事。

一、船中にて大小によらず魚切たる物是は可為配当事。

一、船中にて過分の荷物損たる時は、水夫二も配当可掛

事。少し之時ハ可til除ﾘ。

一、荷物を捨たる時ハ其舟にも配当掛へき事。捨たる．

上に舟助る時ハ船其配当に可人事。荷物枝合・の時荷

を捨・行先にて配当有之時ハ先々二而横・荷売直にて

配当すへき事。

一、舟を借（貸）候而借人より相違候ハぐ運賃約束のま

、相渡物也・其時ハ右之舟上下仕戻間居置也。但本船

主と、内談候て少し礼物を以相済候ハぐ右之舟何方へ

也共・可差廻之事。

一、舟をかり候時ハ借（貸）人より右之舟ほど成舟を借

りかへ。相渡、我舟を可受取物也。

一、沖を走り申時当合之耶、1mテ三尺、とも三尺とmi

は、面三尺ならは当たるもの可弁事。とも三尺ならは

・弁ましき事。

一、湊にて茂沖合二て茂大風に逢、碇入巾時は右より人

たる碇っよく、又重て入たる碇よわく引ケ。二股共上

碇の舟より可為弁事。

右四十三ケ条之義は貞応二未年三月十六II兵Uli辻付新

兵衛尉・土佐浦戸之[]法四十三条雌有之外七ケ条大坂諸

可様代、曽我又左衛門尉様

松平隼人様御批判御済写添之由

宝歴十一年巳五月十三日佐々木与助写之

（浄専寺蔵）

2．乍恐口上書以奉願事

石州中須浦泉屋新七船、御当国・本庄川二而米、蕨、

縄砿入、当月五日出・船、翌六日二飛鳴江入船、同十一

日同所出船。栗嶋近く舟登、翌十二日南風吹起・大風に

逢ひ大浪相成、無拠柱切捨・候得共凌兼、元船はらへ解

き離し・船頭新セハたんす二取付・水主の銘々ハ浮物二

取すかり、水主三人ハ漸々揚候処・庄内御領島崎付二御

座候。船頭新七死・骸見江不申候二付島崎村御役人中、

早速・浦方之御法ヲ以せんき仕候得共見当り・不申候処

二、咋十九日以飛脚申来候。塩越補六郎兵衛と申者、沖

漁二罷出候処、見当・揚来り候二付、御当処宿知工屋与

助殿方6,．以飛脚被仰下候二付、飛脚同道二而今日・当

着仕候。死骸ノ儀ハ昨日幸、酒田問屋・大沼忠治殿、渡

辺五兵衛殿御当地・参、居合知工屋与助井御当処御役人

中様・御立分御見分被成下候段、難有仕合二・奉存候。

身にまとひ居候品々、船往来ノ木勧請、珠数一連・金百

弐拾壱両・金子諸品ハ宿与助江御預被下難有．受取奉申

候。何卒死骸之儀ハ国元江申分ケ之ため、骨斗を持参仕

度・候間、於御当所葬度奉願上候。宗旨・之儀ハ浄土真

宗二御座候間、御当地浄専寺之引導火葬仕度候・右願之

迩被仰仕被下候ハぐ難有仕合二・奉候。万一後日何事6

如何様之故障FKT,候共、宿与助井水主共茂。何方迄罷出

坪{ﾘl、御役人様方江・少茂御苦労相掛申間敷候間何卒、

願之通被仰付被成下度偏二奉・願上候己上

石州中須浦

泉屋新七船

乗組

大吉⑳

兵四郎⑳

安蔵⑳

宿知エ屋

与助⑳

文化十四丁丑年七月廿日

金又左衛門殿

佐々木六郎右衛門殿

須、甚蔵殿

宿老
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七蔵殿

(浄専寺蔵）

3．定

一、他所御廻米之分御定之通三厘五毛

一、当所引請廻米支配之分口銭高に壱歩弐

一、買米廻米之分口銭高に六六掛・但口銭壱貰文二六拾

六文宛中間江差出可申候。尤惣高之内弐百俵用捨

右之通積立客船壱膿切請取差出可申候。右定法之通

堅相守可申者也

宝暦八戊寅十二月十一日改御会所

中田八郎右衛門

4．儀定一札之事

一、惣而従、御上被為御付候当澗形・御定法之儀累年

急度相守可申事・右二付、当年大坂平郎屋伝兵衛手船

共御法式之・三厘五毛差出シ不申候二付、宿中ill八郎

右衛門・佐々木与助右仕方之分致請合仲間江差・出シ

候事自分以後御法式相背申候・旅人右伝兵衛二不限船

々者不及申候・引請候事一切仕間敷候。菖一儀定・相

背致宿候者於有之者、問屋家業・永代二無違乱差上可

申候。若無拠筋二而、宿致候儀有之候者、仲間江早速

相達右、仕方壱般限二其引請候問屋6､無口滞、急度指

出シ宿可仕候事、右之趣

御窺之上儀定仕候上者永々仲間吟味・を以急度相守

可申候、為共儀定吾依如件

宝暦十二突末年

十二月

金又左衛門④

須田惣左衛門⑳

兵藤与惣右衛門⑳

須田七右衛門⑳

中田八郎右衛門③

佐々木与助④

竹尾和右衛門⑳

（中田ヨシ氏蔵）

5．渡海船売券誌

百拾七石積

一、住吉丸但、船道具全備ノ侭附伝馬船共

印紙（70銭）

此代金弐百拾壱円也

右拙者所有船今回貴殿江売渡。前条之金額正二請取候

処確・実也。然上ハ該船二付后来故障之筋一切無之為其

売券証如件

鳳至郡皆月村ツ字十二番地

明治十六年二月二七日坂井与三右衛門⑳

本部朝地村

中村弥三郎殿

右売渡之船公証候也

明治十六年三月十三日

近江順次郎⑳

(別紙住吉丸平面図あり）

長さ四丈四尺八寸五分、深さ三尺二寸七分

コシアテ壱丈壱尺五寸五分

6．五拾石以上渡海船買受営業願

百拾七石積帆数拾三枚鳳至郡剣地村夕189番地

中付弥三郎長男

一、栄寿丸能登国羽昨郡福浦港定繋平民中村永吉

船頭直乗乗組四人

但明治十六年二月当郡皆月村小字拾弐番地

坂井与之右衛門ヨリ買受

一、附伝馬船壱般紬染ヨリ臆染マテ長三間

但免税之御検印被下交尤外稼業ニハー切相用

間敷候

右買受営業仕度、尤御規則堅ク為相守可申候間、御許

可之上前記鑑札御下渡被下度此段奉願候以上

右中付弥三郎⑳

明治十六年三月二十日

戸長欠員二付筆生

定梶栄作

鳳 至 珠 州 郡 長 勝 木 菊 正 殿

願之通（朱）

明治十六年四月十一日

郡長勝木菊正代理

鳳至珠州郡書記多田六蔵回

7．口書私乗船

能登国鹿嶋郡大泊り村大野幸八船・水主共五人乗幸福丸

百三拾石積津・軽十三涜二而桧角百八拾六本積入国・元

ヲ心掛七月二日東北ノ風ヲ以テ出帆仕眼登り候所同月四

日戸賀湊江入船同八日同所出航仕佐渡国鷲崎江進眠候所

十三日八ツ時ヨリ未申ノ風二吹替リ候二付飛嶋ト心掛眼

下り候所益吹募波風高ク暴雨ノ為二方角モ難相分ケ向山

モー円二相見得不申船中一統精々相働候得共弥風雨裂敷

相成候ニ付地方二差向碇壱挺為引候得共何分壷力及兼金

浦沖卜覚敷所二而三四度迄浪ヲ打込レ取梶ノ方打離サレ
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磯村朝次郎

印海失二付爪印

能登国鹿嶋郡大泊り村大野幸八

由利郡金浦港問屋中津七左衛門

第四大区二小区由利郡金浦港

戸長川瀬甚平殿

（中津竜之助氏蔵）

無是非船具二取付富十四日午ノ前八時頃富赤石付荒浜江

破船被寄附既ニー命二相懸リ候所村役人様ヲ始メ多人数

被差出漸々助命ノ上流し寄り候荷物迄取揚被成下船中一

統船客二人上陸仕候所金浦港御扱之戸長様御出張被下

紛敷儀無之哉卜御尋二付毛頭左様之義決Ifll無之段申上候

所段々御丁寧ノ御取扱二被成下重々難有仕合奉存候依之

浦状拝領仕度問屋連印口書奉差上候也

8由利郡内の船絵馬
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嘉永二巳酉歳十二月三日

慶応二丙寅季七月日

慶応参丁卯九月吉日

明治六発酉年六月日

明治十丑六月吉日

明治十丑年七月吉日

明治十年丑七月日

明治十年寅七月日

明治十二年巳卯年六月吉辰日

明治十三年七月

明治十三年七月

明治十三年八月

明治十三年辰八月吉日

干時明治十五年八月十日

明治十五年午八月十八日

明治十五歳午七月

明治十五年午八月十八日

明治十七年旧七月十五日

明治廿三年七月十六日

明治廿四年七月十三日

明治二十六年七月朔日
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５
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冠石氏助

北国屋菊治

松前栖原安寧丸権吉

佐藤重一郎

（剥落）

（なし）

安寧丸

寛応丸

正徳丸

春日丸

八光丸

宝幸丸(2)

玉光丸

光善丸

光善丸

夜応丸

海徳丸

大金丸

伊法丸

光善丸(2)

福徳丸

海宝丸

イナi・I，
、'ふLノノ

三宝丸

清徳丸

（なし）

福神丸(2)

観音丸

御宝前

奉納御宝前

奉納御宝前

380×285

380×270

580×440

305×230

500×370

480×350

380×270

655×473

380×275

475×345

380×460

280×230

380×265

480×350

400×355

545×420

480×

500×365

420×315

645×470

415×310

奉納

奉納

奉納

海上安全奉納

奉懸

願主佐藤直蔵

土門氏

荒古屋町嶋田正吉

土門富之輔

森権九郎

佐藤金治郎

願主池田与三郎

塩越村佐々木氏

由利郡塩越村奥山勘三郎

船頭森権九郎

由利郡塩越村奥山勘三郎

新町佐藤鉄蔵

佐々木久圃

塩越新町佐々木寅治

新谷町佐々木千代太

奉納

奉納

奉納

御宝前

海上安全

海上安全

舟中安全為

奉納

奉献舟中安隠為

奉納

奉懸

奉納海上安全

大漁満足

奉納

奉納

奉納海上安全

明治二十七年|日六月十四日

明治廿七年七月吉日

由利郡塩越荒谷佐々木福次良

兵藤与左工門他五名
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〔
Ｕ
副
１
句
乙
Ｑ
Ｊ
刈
４
戸
り
く
ｂ
局
ｉ
（
ろ
Ｑ
Ｊ
ハ
Ｕ
４
１
、
色
ｎ
ｄ

Ｆ
Ｏ
Ｐ
、
Ｆ
Ｄ
Ｆ
Ｄ
行
０
信
○
戸
、
Ｆ
Ｄ
穴
ｂ
拝
Ｕ
〈
ｂ
〈
ｂ
ハ
０
戸
ｂ
伽
、
ハ
ｂ
ハ
０
ハ
ｂ
庁
Ｉ
句
Ｉ
局
Ｉ
［
Ｉ

530×405

380×265

425×328

590×518

640×470

380×260

380×275

380×265

375×265

320×260

380×272

485×350

380×260

375×265

540×420

475×350

415×312

525×400

375×270

415×310

380×272

505×350

光善丸

光善丸(2)

光善丸(2)

永明丸

御宝前

御宝前奉納

奉納

奉納

奉納

森権九郎

森権九郎

森権九郎

奉納

奉納

奉御宝前

奉納海上安全

奉納海上安全

奉 納 御 宝 前

奉納

奉納

奉納

奉納

奉納

奉納

奉納

大正弐年九月壱日

明治丙九子年七月吉日

明治十一年寅七月

明治十三年辰八月吉日

明治拾五年巳四月十七日

明治十五年歳午七月

明治拾八年酉七月十八日

明治廿七年六月廿五日

明治参十一年五月吉祥日

納主象潟町五丁目佐々木久治郎

大町兵藤与左エ門

森権九郎

池田与三郎

願主佐々木春治

船頭森権九郎

願主佐々木清太郎

大須賀権兵エ

佐藤鉄蔵

土門吉五郎

秋田県由利郡象潟町佐々木春治

佐藤岩之助

万延元年八月吉日

丸
丸
丸

運
音
善

海
観
光

治良丸

光善丸(2)

大久丸

海宝丸

白山丸

安全丸

神徳丸
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磯村朝次郎

文久三年

元治元年六月二十日

慶応元年丑六月吉日

明治五年壬申年七月吉日

明治五年壬申八月吉日

明治六年とり

明治八年亥七月とり

明治十丑六月日

明治十五年午七月

明治十八年酉年

明治廿二年旧九月朔日

明治廿四年七月十三日

奉納

奉納御宝前

奉納御宝前(宝船）

市左エ門４
笠
Ｅ
Ｊ
Ｒ
Ｕ
ワ
ー
Ｑ
Ｕ
ハ
ロ
ｎ
Ｕ
１
１
ｏ
＠
ｑ
Ｊ
〃
饗
Ｒ
Ｊ

ワ
Ｉ
ワ
ー
ワ
ー
ワ
Ｉ
ワ
ー
ワ
Ｉ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ
Ｑ
Ｕ

（不明）

長宝丸

大福丸

福神丸

金比羅丸

永明丸

大漁丸

正徳丸

光善丸

正徳丸

清徳丸

三宝丸

消徳丸

象潟丸

太神丸

490×340

480×355

270×380

540×410

500×350

285×225

385×270

473×345

480×350

290×230

290×230

535×412

奉納

奉納

納 奉 御 宝 前

海上安全

奉納

奉納

奉納

奉 納 御 宝 前

奉納海上安全

大漁満足

奉納

(剥落）

（〃）

船頭森権九郎

小田原次郎盃

新町佐々木勘兵ェ

塩越新町佐々木寅治

明治二1五年壬辰|田一月吉祥日師
釘
銘
胡
卯
例
蛇
鯛
“
妬
妬
師
蛇
的
血
皿
皿
肥
皿
峨
峨
、
畑
叩
、
、
皿
畑
地
噸
加

羽後田由利郡塩越浦佐々木春治

羽州由利塩越冠石楢山長吉同幸市

415×315

385×270

380×200

290×230

230×165

325×200

380×280

325×265

930×670

420×320

580×410

435×285

390×280

380×285

305×235

580×392

370×240

450×330

550×380

490×365

295×232

333×275

450×300

540×418

550×423

580×400

485×345

530×405

455×430

485×345

奉納御宝前

奉納

奉納龍道丸

明治廿七年旧六月吉日 由利郡塩越村佐々木福治郎

市左エ門

池田氏

願主佐々木伊助

秋田県由利郡塩越付佐々木氏

須田与三郎

当村田中利吉

当村楢山政吉

当村楢山酉之助

奥山仁八

上浜村川袋池田藤次

奥山勝蔵

当村長印

北見国宗谷村食

池田元治

当村佐々木太郎吉

当村佐々木治郎八

安全丸

陽福丸

宣徳丸

勝栄丸

玉宝丸

長久丸

伊宝丸

漁烈丸

長久丸

昭和参年八月一日

壬午吉日

奉納

奉 納 御 宝 前

奉 納 御 宝 前

奉納

奉納

奉納

奉納

奉御宝前納

明治廿三年旧七、廿六日

明治二拾年六月吉日

明治廿二年七月廿日

明治廿七年八月十五日

明治廿四年卯八月九日

明治廿四年八月吉日

明治廿四年 納

奉納

奉納

奉納

奉献海上安全

御宝前

奉納

奉納

奉納

口晃丸

長徳丸

長寿丸

朝日丸

白Ill丸(2

白山丸

宝徳丸

稲荷丸

長福丸

雪丸

西口丸

長久丸

竜神丸

竜神丸

明治十一年旧七月十七日

明治十六年一月一日

明治廿五年六月廿三日

明治十三、六、廿六

明治十四巳年旧七月吉祥日 由利郡之鈴付佐藤長次

慶応二丙辰年 奉納

奉 納 御 宝 前

奉納

奉納

佐々木屋久兵エ船頭武助

願主斉藤弥惣吉

斎藤忠治郎

本庄港船頭忠治郎

明治十八年十月二十日 奉納御酒錫壱組越中国富山県上新
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秋田沿岸における日本的人文要素について

川郡富山千石町弐

明治廿四年八月十三日

明治廿五年六月吉日

明治四拾弐年正月廿五日

古雪港小池武助

竹田徳三郎

浜の町竹田徳四郎

117 奉納

奉納

祈願

330×270

330×265

320×260

230×300

375×275

475×345

640×400

IIf 永福丸

正徳丸

宝徳丸

宝徳丸

119

120

明治十二年十月

明治十三年旧七月中旬

明治十三年|日七月中旬

121 琴浦村高橋弥惣治

北浦村加賀多七

羽後国由利郡元琴浦村石塚弥七郎

金比羅神社奉納

奉納

奉 納 御 宝 前

122

123 丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸
丸

連
吉
山
雲
吉
徳
徳
梅
福
盃

海
徳
白
福
日
神
神
置
幸
万

明治十二卯年中旬124 琴浦村施主斎藤弥惣治 奉納御宝前 640×475

明治十六年久六月十五日｜此主柴田寅治125 奉納 583×415

明治二十年六月十二日

明治二十年亥七月日

明治廿一年八月吉日

明治廿二年六月吉日

明治廿二年|日七月中旬

明治二十三年九月四日

明治廿六年六月十二日

明治二十九年七月吉祥日

明治廿九年七月吉日

明治三十八年旧五月吉日

柴田五助 納
納
納
納
納
納
納
納
納
納
納
納
納
納
納
納

奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉
奉

126 380×273

480×350

375×270

470×355

415×315

420×320

485×338

380×273

585×408

380×273

500×340

590×405

285×223

285×223

380×260

485×345

127

願主斎藤松四郎

願主高橋春吉

加賀大圃

由利郡琴浦付木村平吉

高橋梅治

加藤直治

佐藤直治

加藤留吉

加賀口太□

村高橋与七

加賀三蔵

加藤政吉

木村平吉

高橋又吉

128

129

130

日出丸

勝宝丸

幸徳丸

住吉丸

永徳丸

神徳丸

亀泉丸

幸福丸

加茂丸

本長丸

孝徳丸

稲荷丸

幸徳丸

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

海上安全奉納

奉納

奉納

願王柴田喜次

佐藤弥蔵

380×265

285×223

330×270

142

143

福宝丸144

ｊ島
社

見
神
社

妙
羅
神
社
社

く
比
荷
神
社
神

社
金
稲
幡
隠
神
師

考
紳
握
霊
司
琴
唾
鋸
峰
壁

象
荒
放
船
荒
古
天
金
荒

町
町
町
町

潟
潟
潟
潟
〃
〃
〃
〃
〃

備
象
象
塚
象
・
・
・
．
。

８
３
７
１
２
３
５

１
２
６
７
９
９

96・象潟町関、諏訪神社

97～99．〃大砂川、八幡神社

100～105．〃川袋、少名彦名神社

KUi～108・金浦町大竹、白山神社

109～Ill・仁賀保町芹田、稲荷神社

112～116・本荘市中島金比羅神社

117～120．〃浜の町、延命庵

121～144・仁賀保町平沢琴浦、熊野神社

(116は船絵馬にあらず）

一
一
一
一
一
一
一

１
２
９
０
４
８
２
３
４

１
１
２
６
７
９
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磯村朝次郎

時･-"ず．。

曲.』.｡0

2：同 左

1：館森出土の縄文土器片

3：金浦出土八稜鏡

4：矢島町根井出十毒

5：仁賀保町馬場出十壱

唾

7：蛸満寺蔵茶臼
6：象潟町旧廻船問屋知工屋茶臼
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秋田沿岸における日本海的人文要素について

、
一
、
一

一
一
、

一
一
三
一

一旬G

参八言言'、

「
一
Ｆ
》

8：岩城城奥室瓦銘

9：岩城町天鷺神社瓦銘

… ＝ - 垂 で

琴一三

みず

一

11：本荘中島旧矢島藩金比羅神社瓦

12：金浦海岸漂着の妻

13：昭和53年1月8日象潟町青塚漂着ソ連製ブイ

14：昭和55年2月5日大砂川漂着ソ連製ブイ
（横山正義氏撮影）
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磯村朝次郎

（
矢
島
町
公
民
館
蔵
）

16：象潟町熊野神社石鳥居

同、熊野鳥居銘

15：矢島町織部灯篭

何
卵
熊
野
神
社
献
灯
石

凸
や

18：熊野神社手洗石

左銘

20:海津見神社手洗石
19：海津見神社石鳥居

－36－



秋田沿岸におけるli本海的人文要素について

22：船着八幡神社船型手洗石21：松ケ崎亀崎稲荷石鳥居

一
‐
９

一目●

四I

。
。

Ｆ
ｐ
さ

■
。
‐
〃
狸
Ｆ
一
・
ｒ
０

望
い－

，零
ヶf■_巳唾

序
－
１

Ｆ
二
戸
三
圧

寿云一
野＝

23：金浦港方角石
24：金浦常蓮寺遭難者墓碑

二白易r趣、
１

．即・ 開

27：秋田市西善寺鐘25：灰均し

（佐藤芳明氏蔵）
26：松ケ崎光禅寺鐘
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磯村朝次郎

,ハ
〆

9可

1

ー7I‘

~窪
⑪

ﾛ／
１
１

窒塞 》
一
一
一
・
一

一
ｉ
一

一

、

28 ：側面

心、

F
一一

里

30:斜側面

庫

31：正面斜上

《

！
、

32：船内部分

I ｜

ｺーIま
』.凸4 4

勺

! ‘
． 一 且

一
：
ｌ
い
い１

願

顕

＆

叩
凸

＝
ー

壷
＝

I
33：帆装状況

34：船尾飾金具一三森・高昌寺蔵一
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秋田沿岸における日本海的人文要素について

、
一 、

『』

願かy亨傘久 毒も奄錘タIIL』イ',

里
鵜
閃

天’
九

九 3

凸
一

』

、
37：217×IGOon|’

噂
35：210×9恥、

36：260×6生、

1－

39：北前船模型付属伝馬船総長9に､、最大幅20
cm，深さ1に、

、

、

L口

U

＝ 。

38：255×103cm

開
劇
蝿

』

41：北前船模型付属の碇

主

渉
壁

－三森・高畠寺蔵一

40:三森奈良屋の廻船にとりつけられていた丸号（金銅製）
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磯村朝次郎

|難｜
』“
一

43：船住来手形箱（兵藤嘉一郎氏蔵）

42：増田九木画船霊弁財天像（高昌寺蔵）

L

q

妃

’1
」

&

45：船零型観音厨子（高昌寺蔵）

44：船行灯（森宏之氏蔵）

47：船箪笥一帳箱一倹鈍蓋着装一（中津竜之助氏蔵）

－40－

今君国一丸

R11、鍵I．罪

v1lI職階

一 際

46：船頭の煙草盆（高畠寺蔵）
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秋田沿岸における日本海的人文要素について

(2)左、同、張紙48：船軍笥一懸硯一(1)（森宏之氏蔵）

■ …
F1〃rq

l 塵

(3)同上隠箱 ■8

49：船箪笥一懸硯一（伊藤春雄氏蔵）

灘
溌 ；

私
公
弓
‐
糸
・
寺
凡
今
辱
卿
深
室
擁
暇
画

罫

規

柳
岬
畦
恥
呼

鯵
唾
於
且

都2

51：船往来手形（兵藤嘉一郎氏蔵）
50:船法度11)一表紙-(中田ヨシ氏蔵）

－＝言二．－＝,悪

’
一
里
鋤
鼎
烏
彩
鳳
斗
ｆ
典
で
一
一
一

／

難
I

霊
…

鋤
澱
諏
＃
；

２
２
～
入
電
孝
一
艇
蛎
、
佑
湧
晴
一

刈
慨
令
炉
ｏ
と
心
ｊ
、
壱
ｉ
倭
夕
毎
延
計
一

捗
険
卜
典

暫
衛
逼
哲
！
由
蔚
循
局
を
‐
一

夕
一

味ト
マ
Ⅱ
■

過
(2)同上本文（部分）
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磯村朝次郎

､寺←｡

Z

53：同左、嘉永3年5月52：象潟荒古屋金比羅神社、天保13年

~一『誰堂…

#屯

好

54：象潟船着八幡、嘉永3年8月

55：象潟戸隠神社、寛政12年5月

轄鍛

57：同左、安政己年7月56:象潟戸隠神社､天保3年

－42－
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秋田沿岸における日本海的人文要素について

57：象潟古四王社、弘化2年11月
58：同左、嘉永2年12月3日

窪
棚
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、
募
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》
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一
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震
奉
鰯
評
寄
均
等

、
《
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一
．
マ
蓋
『
竺
邸
・
言
・
哩
、
・
釘 識

／
ｒ
↓
鶏
織

●
６
国
型

主
憂
逼
↑
勢
言
・
弓
‐
』
』
即
噌
一
一

凸
亘
匡

奮
盛
萄
狩
ユ

､I
・弓L

b.V

､I
・弓L

L.、＄

蕊
可 ■碗

鍔§ﾍﾐﾐ趣；g幹

》
ｆ
言
：

》
澱

『
』
ロ
・
Ｆ

＃
，

Ｆ
一

一
Ｆ
一詞

翻
麹
》
窪
雲
．

篭矛＆‐弄一、式騨鯵ニ
ーレー窪零群
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59：同上、憲応2年7月
60：同左、天保12年8月

61：象潟下荒屋金比羅社、菖廷元年8月 62：本荘市中島金比羅社、慶応2年
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